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は   じ   め   に  

森林総合研究所が独立行政法人に移行してから3年余り経過しました。この間、新たな研究管理・  

運営体制のもとで、中期計画の達成を目指し研究推進を図ってきました。   

独立行政法人への移行で研究組織と共に大きな変革をみたのは、研究管理のあり方でした。中期計  

画において明確な目標を設定し、その達成度について外部からの機関評価を受けることになったこと  

です。設置された独立行政評価委員会林野分科会による、これまで2回の評価の結果はいずれも総合  

評価（A）でしたが、特に2回目の評価においては「課題評価」や「普及・広報」、「産学官連携」な  

どに関して指摘がなされ、さらなる改善の努力が重ねられてきているところです。   

中期計画においては、分野横断的・総合的研究を一層推進するため、11の重点研究分野を設定して  

おりますが、四国支所が中心になって推進する課題は、「重点分野：エ多様な公益的機能の総合発揮  

に関する研究」の「研究項目：3 豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる  

管理手法の開発」に位置づけ、以下の2つの実行課題を推進しております。   

a 急峻山岳林における立地環境特性の解析と複層林への誘導のための森林生態系変動予測技術の  

高度化   

b 高度に人工林化された河川源流域における地域森林資源の実態解明   

これらは、豪雨と急峻な地形という自然条件の下で、高度に人工林化が進んだ四国地域の森林の持  

続可能な経営・管理のあり方を明らかにすることを目指すものです。前者は複層林など新たな施業技  

術の導入方法やその環境保全機能の評価を、また後者は源流域の人工林の経営状況の把握とその生物  

多様性への影響を明らかにすることを柱としています。この他に、本・支所連携による分担研究（24  

課題）や環境省、農水省などの予算による特掲課題の一部を担う研究を行っています。   

本年報は独立行政法人への移行後3年目の平成15年度における、これらの研究課題の推進状況とそ  

の成果の概要を取りまとめたものです。関係各位の業務の参考に供する次第です。   

また、15年度年報では、外部委員を招いて開催した支所研究評議会での指摘・意見の概要を載せて  

おります。15年度の評議会では、「研究推進」、「ニーズの把握」、「広報活動」などに関していくつか  

重要な指摘をいただいております。   

森林・林業を巡る情勢の変化はたいへん速いものがありますが、社会のニーズの変化に応じて新た  

な技術開発に取り組んでいくことが求められています。こうした中で、四国支所では地域の林業が存  

続し、それによって環境保全効果の高い健全な森林が維持されていくよう、中期計画に位置づけた実  

行課題を中心に鋭意取り組んでいく所存です。試験地設定や研究運営にご助力、ご助言をいただいて  

いる関係各位に対しお礼申し上げるとともに、さらなるご支援、ご協力をお願いする次第です。  

平成16年10月1日  

支所長 加藤  隆   
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平成15年度の研究課題  

研  究 課   題   担当グループ（G）  

研究項目l  実 行 課 題   ・チーム（T）   
備 考  

エウ3．豪雨・急傾斜地環境下における森林の   〔竹内郁雄〕  
機能を持続的に発揮させる管理手法の   
開発   
a急峻山岳林における立地環境特  複層林生態管理T   〔奥田史郎〕  13～17  
性の解析と複層林への誘導のた  森林生態系変動G  竹林侵入  
めの森林生態系変動予測技術の  篠宮 佳樹   
高度化  稲垣善之  

山田毅  
酒井武  
倉本恵生  
酒井敦  

源流域森林管理T  
流域森林保全G  

小谷英司  

13～17   

城における地域森林資源の実態  流域森林保全G  導入手法  
解明  田端推進  魚梁瀬天然  

小谷英司  更新  
吉村真由美  技会委託費  
都築伸行  科学研究費  

複層林生態管理T  
森林生態系変動G   鳥居厚志  

倉本恵生  
酒井敦  

分 担 研 究 課 題   
担当グループ（G）  

研究項目l  実 行 課  題   ・チーム（T）   
備 考  

アア1．生物多様性を把握する指標の開発  
b森林群落の多様性評価のための  自然共生  
モニタリング手法の開発と森林  
動態データベースの確立  

アイ3．森林施業が生物多様性に与える影響の  
解明・評価  
a森林施業が森林植物の多様性と  
動態に及ぼす影響の解明  

b森林施業が鳥・小動物・昆虫の  
多様性に与える影響の解明  

アウ1．地域固有の森林生態系の保全技術の開  

発  
b／ト笠原森林生態系の修復技術の  

開発  

イア1．森林土壌資源の環境保全機能の発現メカ  
こズムの解明と評価手法の開発  
a斜面スケールでの水分環境変動  
と主要元素の動態の解明  

ウア1．森林病害虫の動向予測と被害対策技術  

の開発  
a被害拡大危倶病虫害の実態解明   

と被害対策技術の開発  流域森林保全G  

ウア3．有用針葉樹の病虫害対策技術の高度化   
13～17  

理技術の高度化   流域森林保全G  田端 雅進   
13～17   

被害発生機構の解明   
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分 担 研 究 課 題   担当グループ（G）  

実 行 課  題   ・チーム（T）   
予算区分   備 考   

研究項目l  

エア1．多様な森林機能の調査・モニタリング   

技術の開発   
a高精細センサーによる森林情報  流域森林保全G  
抽出技術の高度化  森林機能パ  

ラメ一夕  

エイ2．森林計画策走手法の高度化及び合意形  
成手法の確立  

流域森林保全G  

情報解析技術の開発  

オア1．アジア太平洋地域等における森林の環  

境保全機能の解明と維持・向上技術の  
開発  

森林生態系変動G  

固定機能及び有機物分解機能の  ブ  

評価  
流域森林保全G  

性及び森林の健全性評価手法の   管理  
開発  

オイ1．森林における酸性降下物及び環境負荷  
物質の動態の解明及び影響評価   

森林生態系変動G  

解析  稲垣善之  リング  

篠宮佳樹  
山田毅  

オイ2．森林の炭素固定能の解明と変動予測   
複層林生態管理T   

与える影響の評価及び対策技術  森林生態系変動G  

の開発  稲垣 善之   
13～15   

の開発  
e－2陸域生態系モデル作成のた  
めのパラメタリゼーションの高  モテざル  

度化  
森林生態系変動G  

及び変動過程の解明  価  
技会委託費  

カア1．生産目標に応じた森林への誘導及び成  

長予測技術の開発  
複層林生態管理T  

による成長予測技術の開発  
森林生態系変動G  

環境と成長応答様式の解明  

カア2．天然更新・再生機構を利用した省力的  

森林育成技術の開発  
複層林生態管理T  

術の高度化  

カウ1．生産目標に応じた効率的生産システム  

策定技術の開発  
複層林生態管理T  

諸要因の解明  

サイ1．中山間地域の動向分析と森林管理・経  
営主体の育成方策の解明  

流域森林保全G  

手育成及び施業集約・集団化条  
件の解明  

シ2．調査観測  
流域森林保全G   

f森林の成長・動態に関する長期   
モニタリング   
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平成15年度の特掲課題  

略  称  課   題  名 （実 行 課 題）  担当グループ・チーム  

一森林総研・・・特別研究－（交付金プロジェクト）  

影響モニタリング  酸性雨等の森林・渓流への影響モニタリング（オイ1．a）  森林生態系変動G  

一森林総研…国際共同研究－  

国際的基準に基づく持続的森林管理指針に関する国際共同研究（オア1．  
C）  持続的森林管理  流域森林保全G  

一農林水産技術会議…地域シーズ活用・発展型研究－  

森林・林業・木材産業分野における温暖化防止機能の計測・評価手法の開  
発（オイ2．g）  

温暖化防止機能  森林生態系変動G  

ー農林水産技術会譲…環境研究－  

源流域森林管理丁  
流域森林保全G  
森林生態系変動G 流域森林保全G  

複層林生態管理丁  
森林生態系変動G  

自然共生  

地球温暖化  

流域圏における水循環・農林水産生態系の自然共生型管理技術の開発（ア  
ア1．b，エウ3．b）  

地球温暖化が農林水産業に与える影響の評価及び対策技術の開発（オイ2．  
a－2）  

ー林野庁…治山事業－  

ー林野庁…四国森林管理局－  

流域森林保全G  
複層林生態管理T  

魚梁瀬天然更新  魚梁瀬千本山65は小班での天然更新に関する研究（エウ3．b）  

一文科省…地球環境遠隔探査技術等の研究－  

森林機能パラメー  
タ  

LIDARリモートセンシングによる森林機能パラメータ計測手法に関する  
研究（エア1．a）  流域森林保全G  

一文科省…科学技術振興調整費（総合研究）－  

炭素循環に関するグローバルマッピングとその高度化に関する国際共同研 究（オイ2 
．b）  

炭素循環（Ⅱ期）  流域森林保全G  

一文科省…人・自然・地球共生プロジェクトー  

一環境省…日本新生枠地球環境保全分野－  

透明検証  透明かつ検証可能な手法による吸収源の評価に関する研究（エイ2．a）  流域森林保全G  

一環境省…旧国立機関公害防止試験研究－  

帰化生物  帰化生物の影響排除による小笠原森林生態系の復元研究（アウ1．b）  流域森林保全G  

一環境省…環境研究総合推進費－  

森林機能評価  京都議定書吸収源としての森林機能評価に関する研究（オイ2．g）  森林生態系変動G  

一香川県－  

複層林生態管理丁  
森林生態系変動G  

竹林侵入  竹林の侵入・拡大による森林への影響に関する研究（エウ3．a）  

ー科学研究費補助金－   
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研究の実施概要   

平成15年度は、5年間の研究中期計画の3年目にあたり、中期計画に沿って、調査、研究を進めました。現在、  

当支所が担当している課題は、大きく、支所が中心になり実施している課題、本所や他の支所と分担して行って  

いる課題ならびに特掲課題に分けられます。本年度は、2人のチーム長と森林生態系グループ・流域森林保全グ  

ループの各々のグループ長、研究員10名がこれらの研究課題に取り組みました。  

四国支所中心の課題   

当支所が中心となって進めている研究項目は、四国地域の自然環境や社会経済的条件から生ずる地域のニーズ  

に対応するための問題解決を目的とした、「豪雨・急傾斜地環境下における森林の機能を持続的に発揮させる管  

理手法の開発」で、二つの実行課題から構成されています。   

実行課題1「急峻山岳林における立地環境特性の解析と複層林への誘導のための森林生態系変動予測技術の高  

度化」   

本課題は、急峻山岳林の立地環境特性と生態特性を解析して、森林タイプごとに水土保全の面から類型化した  

後、複層林施業にふさわしい林分をマッピングするとともに、複層林の林分成長モデルを開発することを目的と  

しています。本年度は、四国地域内の土壌保水容量と土壌母材等との関係、各種の森林の土壌の窒素保持機能、  

耕作放棄棚田への植林による土壌や林床植物への効果が解明されるとともに、竹林の分布拡大による植物種多様  

性等への影響、一斉人工林の下層植生に対する間伐効果等が明らかにされました。   

実行課題2「高度に人工林化された河川源流域における地域森林資源の実態解明」   

本課題は、四万十川等の2流域を対象として、高度に人工林化した河川源流域における森林生物及び森林資源  

の分布と利用実態を解明し、地域における持続的な森林管理、経営手法を検討することを目的としています。本  

年度は、中山間地域での森林交付金制度の実態、森林のタイプ別の森林生物相や多様性、ブナ林の断片化が結実  

に及ぼす影響等が解明されました。  

本・支所との分担研究   

本、支所が共に担当する課題で、地域間の違いや共通する特徴などを明らかにして、効率的に全国レベルある  

いは地球レベルの問題の解決を図ることを目的にしています。本年度は「スギ・ヒノキ材質劣化害虫の管理技術  

の高度化」、「高精細センサーによる森林情報抽出技術の高度化」、「森林土壌における有機物の蓄積及び変動過程  

の解明」などの24課題が実施されました。  

特掲課題   

特掲課題は、行政的に早急に対応が必要な課題と森林、林業研究の基礎、基盤となる科学データが早急に必要  

で整備すべき課邁で、それぞれの要請に応えるため短期間で結果を出したり、解析を行う課題です。本年度は、  

「LIDARリモートセンシングによる森林機能パラメータ計測手法に関する研究」などの5課題が終了し、各々の  

成果が取りまとめられました。また、15年度の新規特掲課題として「森林内映像音響空間の記録・再生システム  

の開発」など2課題が始まりました。これらを含め、本年度は17課題について研究が進められました0   
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実行課題：急峻山岳林における立地環境陣性の解析と複層林への誘導のための森林生態系変動予測技術の高度化  

奥田史郎・鳥居厚志・篠官佳樹・稲垣善之・酒井 武・倉本恵生・酒井 敦・佐藤重穂・  

小谷英司・山田 毅（硯 国際農林水産業研究センター）・吉村真由美（現 関西支所）   

四国地域の森林は地形が急峻な場所が多いが、森林率が高く、また人工林化が高度に進んだ我が国の主要林業  

地であることから、林業労働の省力化を図りつつ高い生産性を推持するため、複層林施業や長伐期施業など森林  

生態系に備わっている特性を適正に活用した施業技術の確立が求められている。一方で、森林が持つ多様な公益  

的機能の発揮のためには、効率的かつ持続的な林業生産と環境保全機能の維持を高度に両立させる必要がある。  

このために、本課題では森林の立地環境および森林生態系の特性をそれぞれ解明するとともに、複層林や長伐期  

林など異なる施業下での森林の成長モデルを作成し、将来変動予測の高度化を図ることを目的としている。この  

過程で、森林による二酸化炭素の固定、流域の水質形成、土壌の保全など森林が有する環境維持機能を定量的に  

解析する。   

本年度は、主として以下の4項目について研究を実施した。1）四国地域の既存土壌データセットを用いて森  

林土壌の保水容量と土壌型、土壌深や母材など6つの環境要因との関係の解析を行った、2）耕作放棄後の植林  

地土壌で孔隙率と土壌有機特性との関係、地上部植生の種組成と成長経過との関連について解明した、3）森林  

土壌の窒素保存機構の解明を行うため、3樹種の林分土壌を用いたトレーサー実験による窒素回収率の推定と間  

伐したヒノキ林における窒素保持機能の評価を行ったほか竹林の拡大侵入が植生の変化に及ぼす影響を解析し  

た、4）複層林誘導に向けた林分発達モデルを作成するため、異なる林相の複層林における下層植生の発達を比  

較し、上下木合わせた密度管理が下層植生の発達に及ぼす影響の解明を行った。以下に主な結果の概要について  

記す。  

1）保水容量を四国地域内の既存土壌調査176点で解析した結果、土壌型や樹種など6種類の保水指標の中では、   

特に土壌母材の違いが影響し、変成岩が堆積岩より土層が深く孔際畳も大きくて、保水容量の量的、質的両面   

に効果があると推測された。これにより、保水容量に対する森林の影響を立地環境の遠いから推測することが   

可能となった。  

2）耕作放棄後植林した林分では、林齢が高くなるとともに保水容量が増加していたが、その時土壌中の炭素蓄   

積量も増加していた。これは、炭素蓄積量が多い土壌では堆積有機物の分解が進み土壌構造が発達し、その結   

果として保水容量に寄与する孔隙量が増加するためと考えられた。植生については、棚田跡植栽地で普通造林   

地と比べて、総種数には大きな差はないものの、低木の種数が少なくシダ類が多いことで植栽後20年以上経過   

しても耕作時の土壌の性質をまだ残していると考えられた。また、単純放棄地ではススキ・ヨシなどの繁茂に   

より遷移が進まないことがあり、植栽による土地の有効利用の他、多様な景観構造を作る意義があると考えら   

れた。  

3）トレーサー実験から添加窒素の回収率はアンモニア態＞有機態＞硝酸態の順に高く硝酸態窒素は微生物に保   

持されにくいと考えられた。ヒノキ林の間伐による影響としては、表層土壌の無機化速度が増加し、案内窒素   

濃度も上昇し微生物による窒素保持機能が低下することが示された。竹林の拡大侵入の影響は種数や多様度の   

低下にみられ、掛こモウソウチクではその傾向が顕著であった。一方、侵入移行域では既存植生の上木層が不   

均一なためバラツキは大きかった。  

4）複層林では、上・下木を合わせた収量比数が0．65以上と大きい場合に林内照度が数パーセント程度と極端に   

光環境が悪化し、下層植生の被度、重量や出現種数が減少することが明らかになった。また、強度の異なる一   

斉林の間伐に伴う下層植生の変化は、間伐直後では種数の増加に現れるが、間伐強度の違いが下層植生の被度   

増加には現れなかった。   
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実行課題：高度に人工林化された河川源流域における地域森林資源の実態解明  

佐藤重穂・平田泰雅・田端雅進・吉村真由美（現 関西支所）・小谷英司・  

都築伸行・奥田史郎・倉本恵生・酒井 敦・竹内郁雄（現 鹿児島大学）   

四国地域では、これまで低山地域から河川源流域に至るまで徹底した人工林化が進められてきた。しかし、中  

山間地域の過疎化によって、その森林管理水準は低下しており、森林資源の持続的利用が困難になりつつある。  

一方では、木材生産以外の森林の公益的機能に対する要望が大きくなっている。成熟途上の人工林が卓越する四  

国地域では、多面的な森林機能を維持するためには人工林の適切な管理が不可欠であるが、森林所有者だけにそ  

のコストを負わせることはもはや不可能であり、森林整備にかかる社会的コストについて、国民的理解を得るこ  

とがきわめて重要である。そのためには、地域森林の実態を的確に把握し、分かり易く公開した上で、広範な市  

民参加を積極的に受け入れることのできる開かれた森林管理システムを構築する必要がある。   

地域森林の多次元情報を効率的に収集・解析し、その結果を流域管理計画に反映させると共に市民に公開する  

には、衛星画像解析、地理情報システム、野生生物のギャップ分析、インターネットによる地理情報公開等の最  

新手法を導入する必要がある。こうした高度の情報技術を各地域の流域管理システムに導入するには、森林管理  

モデルとなる流域を設定し、そこで総合的な実証研究を行い、技術導入に際して生じる諸問題を解決しなければ  

ならない。本課題では、モデル流域として四万十川森林計画区を構成する2流域（四万十流域・幡多流域）を選  

び、地域森林資源の分布と利用・管理実態および森林生物の分布特性を調査して、地域森林情報の総合化手法と  

森林管理・経営手法を検討する。   

本年度は、中山間地域の林家における直接交付金制度の実態の分析、森林生物の代表的な分類群についての環  

境要因と生息種との関係の解明、細片化された天然林の主要な生態機能である種子生産能の解析に取り組んだ。  

主な成果は以下の通りである。  

1）中山間地域の林家における直接交付金制度の実態を知るために、独自の基金で四万十川源流部の森林整備を   

目的とした「水源地域森林整備交付金事業」を行っている高知県梼原町の森林組合員を対象にアンケート調査   

を行った。集計結果を分析した結果、交付金により農地保全活動や間伐に対する意欲が出ているものの、集落   

でのまとめ役を引き受ける人が少なく、まとめ役の確保が困難である点が、交付金による活動を進める上での   

問題点となっていることが明らかとなった。  

2）森林に生息する生物の代表的な分類群として、鳥類、アリ類、菌類などの種組成を四万十川森林計画区に設   

けた多地点の調査地で調査した。この結果を用いて、森林タイプや環境要因等と生息種との関係を解析した。   

森林性鳥類について、人工林の森林成立段階のタイプ別に種組成を調べたところ、人工林伐採地においては繁   

殖期、越冬期とも果実食鳥類の種数が壮齢人工林よりも少ないことを明らかにした。アリ類については、原生   

林、二次林、針葉樹人工林という異なる3つの森林タイプにおける種組成の調査結果を解析した。その結果、   

3つの森林タイプ間でアリ類の生息種数には大きな違いはないものの、原生林のアリ類の種組成は二次林や人   

工林のものとは明確に異なることが明らかになった。さらに、原生林に特異的なアリ類の生息種が、二次林や   

針葉樹人工林では見られず、森林伐採の影響が伐採後40年ないし70年経過した二次林においても依然として残   

ることを明らかにした。  

3）四国各地の山岳城に分布するブナ林においてブナの種子生産量を調査し、規模の大きなブナ林とその縁辺部、   

および孤立化したブナ林等における種子生産の実態を解析した。その結果、ブナの種子生産量は、互いに近接   

した山岳城でも大きな差が生じる場合があること、およびその差異はそれぞれの林分におけるブナの優占度と   

結びつきがあり、優占度が低い林ではブナの結実量が少ない可能性があることを明らかにした。   
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（垂車重垂）   

「LIDARリモートセンシングによる  

森林機能パラメータ計測手法に関する研究」   

予算区分：文部科学省海洋開発及地球科学技術調査研究促進費  

（地球環境遠隔探査技術等の研究）  

研究期間：平成13～15年度  

主  査：森林総合研究所四国支所   

本研究においては、炭素固定機能等の森林の機能を評価するために必要となる衛星搭載型LIDARのミッショ  

ンパラメータについて検討を行い、森林機能パラメータを計測する手法を開発することを目的とする。そこで本  

年度は、昨年度にヘリ搭載型LIDAR計測を行った落葉広葉樹林において、衛星搭載型LIDAR計測のシミュレー  

ションを行い、スケーリングモデルの落葉広葉樹林への適用に関する評価を行った。また、スギ人工林において  

ヘリコブタの対地高度を変えることにより抽出される林分パラメータの精度がどのように変化するかを調べた。   

まず、昨年度テストサイトに設定した落葉広葉樹林において、展菓期のfirstpulseデータからデジタル林冠標  

高モデル（DSM：digitalsurfacemodel）と落葉期の1astpulseデータからDEM（digitalelevationmodel）を作成し、  

これらの差分からデジタル林冠高モデル（DCM：digitalcanopymodel）を作成した。このモデルを用いて衛星か  

ら観測した場合を想定して、25mのfootprintでの観測シミュレーションを行い、落葉広葉樹林に対する衛星搭  

載型LIDAR計測における抽出可能な林分パラメータを整理した。その結果、落葉広葉樹は傾斜地において傾い  

て立っていることと、地形効果の両方が林分パラメータの推定に影響するため、衛星搭載型LIDARの適用には  

予め地形と立木の傾きについての関係を明らかにすることが必要であることが分かった。この関係を考慮したヘ  

リ搭載型LIDAR計測の結果からのスケーリングモデルの評価を行った。   

次に、スギ人工林に対して、ヘリコプタの対地高度を300m、600m、1，200mに設定してLIDAR計測を実施し  

た。この計測において、footprintのサイズはそれぞれ30cm、60cm、120cmであった。地形が複雑な場合、foot－  

p血tのサイズが大きいほど、地形の復元では標高値が過小となり、林冠表面の標高値が過大になる傾向が見ら  

れた。この結果、対地高度を上げることにより、林分ノマラメータの推定が過大になることが明らかになった。   
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「流域圏における水環境・農林水産生態系の自然共生型管理技術の開発」  

予算区分：委託プロジェクト（農林水産省）  

研究期間：平成14～18年度  

主  査：農業工学研究所  

〈課題の構成〉  

B 生態系チーム  

1．流域圏における水物質循環、生態系のモニタリング及び機能の解明・評価  

（2）農林水産環境情報データベースの構築   

1）生態系に関するデータベース  

②森林機能変動モデルのための生物多様性・生態系機能データベースの構築（佐藤重穂ほか）  

2．流域圏における水物質循環、生態系管理モデルの構築  

（1）農林水産活動に伴う農林水産生態系の変動機構の解明とモデル化   

1）森林生態系の変動機構の解明とモデル化  

①高度に人工林化された流域圏における森林機能変動モデルの開発（平田泰雅・倉本恵生・酒井 敦ほか）   

流域圏における土地被覆は、山地上部に天然林が残存し、中腹を人工林が覆い、標高が低くなるにつれて農地  

が出現し、都市へと移行していく構造である。人工林の多くは伐期を迎えているが、長引く木材価格の低迷とそ  

れに伴う担い手不足、森林所有者の不在村化により、保育間伐の遅れと伐採後の再植林放棄が問題となっており、  

森林の有する諸機能（生物多様性保全、土壌保全、水源滴養等）が低下することが懸念されている。そこで本研  

究は、これらの機能がどのように変化するか高分解能衛星データ等を用いて広域での森林のパッチ構造を捉え  

（現状の把握）、森林の空間配置・種子散布・環境因子の関係を明らかにすることにより森林の再生機構を解明し  

（メカニズムの解明）、環境因子（標高・地形・気象など）をパラメータとして含む汎用性のある森林の機能の変  

動を表現するモデルを開発する（モデル化）ことを目的とする。   

本年度は、天然林から人工林への種子散布のモデルを作成するための試験地（集中プロット）（100mX150m）  

において、結実期と非結実期にそれぞれ2期間ずつネズミ群集の捕獲マーキング調査を行い、種子散布着である  

ネズミ群集の天然林一人工林間での行動特性を捉えた。また、環境因子を考慮した森林再生のメカニズムを解明  

するため、低標高・中標高・商標高ごとに多点調査地を設定し、種子運搬者としての動物（鳥類・ネズミ群集）  

に関する調査、種子の供給源としての天然林及び保残帯の林分構造調査、森林再生の側面から伐採跡地の植生調  

査を行った。その結果、集中プロットにおいて、昨年度実施したLIDAR計測データから「林冠一下層植生一地形」  

構造を抽出し、詳細な地形データや光環境データと種子散布者としてのネズミの出現傾向、林内における樹種分  

布特性、人工林における実生との関係を明らかにした。また多点調査地において、鳥類・ネズミ群集の天然林か  

ら人工林・伐採地にかけての出現傾向、天然林のパッチのサイズ及び形（大面積林・保残帯）の差による種構成  

の違い、伐採地における植生と標高、伐採面積との関係を調査地の位置関係（GPSにより測位）と共に明らか  

にした。   
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「香川県下の里山地域における竹林の分布拡大の現状と  

植物多様性の解析に関する研究」   

予算区分：香川県委託費  

研究期間：平成14～15年皮   

西日本の里山地域で顕著に見られる竹林の拡大現象に  

ついて、香川県さぬき市で拡大の実態解析を行い拡大パ  

ターンの特徴を明らかにした。また植物多様性の解析を  

行い、竹林拡大が周辺の植生に及ぼす影響を評価した。   

「竹林拡大の実態解析」では、昨年度行なった1992年  

と2000年の空中写真の解析による竹林分布変化に、現地  

踏査を加え、種別（モウソウテクとマダケ）に拡大パター  

ンの特徴を調べた。これまで分布を拡大しているタケは  

主にモウソウチクであると考えられており、マダケはほ  

とんど注目されていなかったが、本調査でマダケも拡大  写真1放置されて荒れたモウソウチタ群落  

していることが明らかになった。マダケはモウソウチク  

と比べて拡大のパターンが不規則で、たとえば1992年時には分布がみられない箇所に、2000年時に新たな群落が  

出現することが少なくなかった。これは、マダケが樹木と混生しやすい性質によるものと推察される。すなわち  

1992年時にはマダケは樹冠下に隠れており空中写真では確認できないが、その後林冠を形成するようになり2000  

年時にはタケ群落として抽出できたと考えられる。マダケとモウソウテクを比べると、マダケは小規模な群落が  

多く、また樹木と混生しやすい。現在、調査対象域には樹林中に点々とマダケがみられ、モウソウチクとともに  

今後も分布を拡大する可能性が高い。  

「植物多様性解析」では、出現植物調査を2点加えた結果、竹林拡大に伴う出現植物種数の減少と相対的な多  

様性の低下が示された。この傾向は、特にモウソウテク林分で顕著で、竹林中心では周囲林分にみられる高木性  

の優占樹種はみられず耐陰性の高い常緑性木本が出現するだけで、  

周囲林分に比べて種数と多様度指数が大きく低下していた。一方、  

マダケ林分では竹林中心でのタケの優占度にも林分による違いがみ  

られた他、特に拡大域では混生状態に差異がみられ、それに伴って  

出現種数や多様度指数も大きく変異しており、林分状態が一様でな  

いことを窺わせた。サンプル個体伐倒により地上部現存量を推定し  

たところ、放置状態のモウソウテクの竹林中心では最大約200t／ha  

であったが、マダケの竹林中心林分ではこれより小さく全ての林分  

で100t／ha以下で周囲林分の推定現存量より小さくなる傾向がみら  

れた。辞胸高直径もマダケの方がモウソウテクより小さいだけでな  

く、本数密度も大きく変動して10，000本几aを越える林分もあり、  

林分毎のバラツキが大きかった。これらのことは、拡大様式におい  

てモウソウテクとマダケでは違いがある可能性を示しており、竹林  

拡大に伴う植生変化のパターンに差があることと関連していると考  

えられる。   

写真2 マダケ群落  
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（蚕麺）  

森林施業が森林植物の多様性と動態に及ぼす影響の解明  

酒井 敦   

生物種の保全は森林の重要な機能の一つであり、木材生産の場である人工林にも生物多様性に配慮した生態系  

管理が要求されている。このため、人工林造成や施業が地域の植物個体群に与える影響を明らかにして、木材生  

産機能と森林植物種の多様性保全機能の調和をはかる森林施業技術の開発に資する必要がある。四国支所では暖  

温帯地域において、人工林生態系にとって一番大きなイベントである皆伐前後の植生変化プロセスを観測してい  

る。前年度は、伐採跡地でみられる主要なバイオ声ア樹木8種において5年間の観測データをまとめ、イイギリ  

など3種ははっきりした隔年結実を示し、アカメガシワなど4種はほぼ毎年結実することが分かった。これらの  

木は林道沿いの法面に多く生えており、鳥による被食散布によって周囲の人工林へ広範囲に散布されると考えら  

れた。  

森林施業が鳥・小動物・昆虫の多様性に与える影響の解明  

吉村真由美（現 関西支所）   

諸外国では、脊椎動物を中心に、森林の施業方法が生物多様性に与える影響についての研究が行われている。  

わが国では、森林の自然度と生物多様性との関係や環境指標生物についての研究は行われているものの、林業を  

前提とした研究例はほとんどない。持続可能な森林経営を行うには、生物多様性の保全と林業を両立させること  

が必要である。鳥類・昆虫の一部・土壌動物においては、広葉樹林と針葉樹林の動物相の違いは解明されてきて  

いるので、これらの分類群においては、針葉樹人工林の樹齢・施業が動物相に与える影響の研究を行っている。   

森林施業は、森林域に生息する水生昆虫にも何らかの影響を与えるであろうが、水生昆虫においては、森林の  

自然度と多様性の関係についても分かっていか－ことが多い。四国地域において、広葉樹林と針葉樹林の水生昆  

虫相の違いの解明を試みている。自然林と人工林内の渓流に生息する水生昆虫相を比較して、水生昆虫の多様性  

並びに生態が人工林化によって被る影響を明らかにするという研究を行っている。一昨年度は、試験地の選定と  

調査区の設定を中心に行った。昨年度から採取したサンプルの同定を始めており、約7割の水生昆虫の同定が終  

了した。現時点において、水生昆虫の多様性は自然林と人工林流域の渓流で遠いがないという結果が出た。ただ  

し、多様性に違いがないからといって水生昆虫相が同じとは限らない。  

小笠原森林生態系の修復技術の開発  

吉村真由美（現 関西支所）  

小笠原諸島は本州から1，000km離れたところに位置する海洋島である。多くの絶滅危惧種を抱え、わが国で最   
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も脆弱な生態系を有する島々である。現在、小笠原の生態系を適正に管理することが求められている。このプロ  

ジェクトは、小笠原の森林生態系に配慮した植生管理技術の開発・希少動物の増殖のための人為的環境創出技術  

の開発・希少生物の存続に依存する生物間相互作用の解明を行って、小笠原生態系の修復計画を作成することを  

目的としている。この中で、著者は希少動物（固有トンボ）の保護・増殖に関する研究を行っている。  

小笠原諸島の中で人間が住んでいぇのは父島と母島のみで、属島は無人島となっている。小笠原へ多くの人間  

が入植するようになっても、小笠原の固有トンボは安定して生息していたようである。じかし、1980年代ごろか  

ら父島でのトンボの数が減少し始めた。道路やダム建設、水道の整備による生息地の減少が大きな原因だと考え  

られてきた。水域の減少が原因でトンボの数が減ったのであれば、生息地となる水辺を創出することでトンボの  

減少を抑えられると考えられる。そこで、人工的な池を設置し、その他にトンボが定着するのかどうか幼虫での  

調査を行った。自然の他にトンボが生息している島では、人工的な他にもトンボの生息が確認できた。しかし、  

トンボが生息しなくなった父島では、人工的な池を創設してもトンボの生息を確認することが出来なかった。父  

島と母島には爆発的に増殖している移入種のグリーンアノールが生息している。属島には生息していない。この  

トカゲはトンボからセミまであらゆる生き物を捕食する。父島のトンボ類がいなくなったのは、爆発的に増えた  

グリーンアノールにより捕食され続けた結果であると考えられた。  

被害拡大危惧病虫害の実態解明と被害対策技術の開発  

佐藤重穂・田端雅進   

この課題では、全国規模で収集された森林病虫害発生情報データベースの情報、及び森林総研の本支所病虫害  

担当者が収集した病虫害発生情報を基に、地域ごとの森林被害発生情報を解析することにより、新たに発生した  

病虫害や被害拡大が予想される病虫害を監視し、その発生動向を予測することを目的としている。四国支所では、  

四国地域での被害情報の収集に努めるとともに、病虫害の発生動向を把握するために、収集された被害情報を取  

りまとめている。   

本年度は、愛媛県と高知県の海岸部でクロツマキシヤチホコが一昨年に続いて大発生を起こしたことを確認し  

た。また、高知県内のスギノアカネトラカミキリの生息がこれまで知られていない地域で被害が確認された。マ  

ンサク、シナマンサク、アテツマンサクの葉枯れ被害を高知県内のこれまで発生していない場所で確認した。  

スギ・ヒノキ材質劣化害虫の管理技術の高度化  

佐藤重穂・田端雅進   

スギとヒノキはわが国の主要造林樹種であり、1950～1980年代にかけて大規模に造林されたが、近年、そうし  

た人工造林地が成熟期を迎えるとともに、スギ・ヒノキの材質を劣化させる穿孔性害虫の被害が各地で顕在化し  

ている。これらの被害は極端な材価の下落を招くので、実効性のある被害対策が求められている。このため、こ  

の課題では主要な材質劣化害虫であるスギカミキリ、スギノアカネトラカミキリ、ヒノキカワモグリガ、キバチ  

類について、被害の発生株式や被害と森林施業との関連を解明する。このうち四国支所では、キバチ類の発生環  

境の解析と施業的防除の効果の評価について分担する。   
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本年度はニホンキパテの被害発生環境を解析するために、伐採された丸太から脱出するニホンキバチの成虫数  

と、それに影響を及ぼす可能性のあるいくつかの要因について解析した。ニホンキバチの産卵痕の密度、膵化幼  

虫密度、羽化成虫密度、寄生着であるオオホシオナガパテの寄生率、寄主木の胸高直径、含水率について、それ  

ぞれの間の関係を解析し、因果関係を仮定したモデルを作成してパス解析を行った。その結果、モデル全体が有  

意であり、仮定した関係は否定されなかった。羽化成虫密度は、産卵痕の密度→貯化幼虫密度→羽化成虫密度と  

いう関係に大きく依存しているとともに、寄主木の含水率が羽化成虫密度に正の効果を与えていることが明らか  

になった。  

スギ・ヒノキ等病害の病原体と被害発生機構の解明  

田端雅進   

本課題では、スギ・ヒノキ人工林に発生する枝枯・胴枯性病害の病原菌を特定し、その感染経路を明らかにし、  

枝枯・胴枯性病書から進展する材質劣化機構を解明することを目的としている。また、近年新たに発生したスギ  

やヒノキなどの腐朽被害について病原菌の探索と特定を行い、被害実態、感染経路及び腐朽感染機構を明らかに  

することを目的としている。この中で四国支所は、キンイロアナタケによるヒノキ根株腐朽病の被害実態、感染  

経路、腐朽感染機構などの解明を担当している。   

本年度はキンイロアナタケの侵入口を明らかにするため、間伐木伐根の掘り取り調査を行った。その結果、侵  

入口の種類は、地表近くで認められた林内作業車による傷、根切虫の食害による傷、主根と側板の接触による傷、  

石レキの傷、細根の根腐れ部の5タイプに分けられた。これらのタイプの中で根切虫の食害による傷の割合は  

46．5％、主根と側根の接触による傷の割合は29．8％で、これら2タイプの傷は全体の76．3％を占めた。  

透明かつ検証可能な手法による吸収源の評価に関する研究  

小谷英司  

1997年に締結された京都議定書では、森林に関する活動を温暖化ガスCO2の吸収排出源としており、森林か  

らの吸収排出量の科学的計測が求められている。本プロジェクトでは、土地利用変化、バイオマス量、木質、土  

壌、施業による影響などの側面から、日本の森林の炭素吸収排出量算定の基礎となるパラメータの研究を行って  

いる。この中で「リモートセンシングを用いた新規植林、再植林、森林減少の計測に関する研究」を分担した。  

この課題目的は、京都議定書3条3項で定義された新規植林、再植林、森林減少（ARD）という土地利用の変化を、  

リモートセンシング（以下RS）により計測する手法の開発である。本年は、森林GISと時系列RSを組み合わせ  

たAm抽出アルゴリズムの開発を行った。   

中解像度人工衛星リモートセンシングは広域での土地被覆変化のモニタリングに適するが、衛星画像のみでは  

京都議定書のARD（新規植林、再植林、森林減少）という土地利用変化と伐採や造林等の林業活動との区分が困  

難である。そこで、入手が容易な環境庁植生図、森林の現況を示した森林基本図、時系列の中解像度人工衛星画  

像（LANDSATTM）、空中写真をGIS上で組み合わせて利用することにより、流域スケールで伐採や造林等の林  

業活動とARDをモニタリングするシステムを開発した。四万十川森林計画区で検証を行い、D（森林減少）を抽   
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出した。しかし、ARに関しては山岳域では個々の面積規模が非常に小さく、空中写真を含めてリモートセンシ  

ング手法では把握が容易でないことが分かった。  

魚梁瀬千本山65は小班での天然更新に関する研究  

小谷英司・奥田史郎   

スギ択伐天然更新林での炭素吸収量と天然更新での有効な施業を明らかにするために、魚梁瀬の千本山天然更  

新試験地でのこれまでの報告のレビューを行い、調査結果を再検討した。大正時代に国有林で択伐天然更新経営  

が始まり、これをうけて当該試験地はスギ天然更新林での成長や天然更新状況を明らかにするために、1925年に  

寺崎渡により設定され、5～10年ごとに定期調査が行われてきた。これまで3回の択伐が行われ、特に第2回択  

伐の後に椎樹の発生と成長に関する調査が集中的に行われた。   

炭素について、1925年以降の林分成長による吸収量と択伐による排出量を、拡大係数法を用いて推定した。こ  

の結果、択伐による排出を成長による吸収が上回り、1925年の115［toncarbonha，1］から、1990～2000年には166  

［tCha‾1］へと炭素蓄積は増大した。この間、成長による炭素吸収量は2．7～4［tCha，1yr‾1］であり、3回の択伐  

による炭素放出量は、それぞれ50、29、74［tcha‾1］であった。   

天然更新での有効な施業を明らかにするために、1968年度発生椎樹について、1m方形プロットを設定して個  

体識別しつつ、発生と残存を調査した。発生と2年後の残存の要因分析から、椎樹の発生と残存に地表処理では  

かき起こし、刈り払いの順で有効であり、北向きよりも南向きの斜面の方で光が入り易く、椎樹も残存しやすかっ  

た。さらに1969年度発生椎樹を、発生から14年後に調査した。この結果、稚樹の残存数に対して、地表処理のか  

き起こしは、有効であった。相対照度は、椎樹の残存数とは相関がないが、椎樹の平均樹高とは正の相関があっ  

た。  

森林内映像音響空間の記録・再生システムの開発  

小谷英司・藤原章雄（東京大学）・松英恵吾（宇都宮大学）   

調査やハイキングで山に行き森林に入ると、うっそうとした森林の中で木々に囲まれ、時には風の音、鳥の鳴  

き声や小川の流れる音を聞いたりする。しかし、この森林の中で人間が感じるそのままの状況や風景を、通常の  

写真やビデオで記録することは非常に困難である。写真やビデオで菓や枝の記録を行うことは出来るが、森林内  

で360度の周囲と上空を木々に覆われている場合に、人間が見たり感じたりする状況や風景は、広角すぎて通常  

の写真やビデオでは記録できない。本プロジェクトの目的は、1）魚眼レンズとCCDカメラによる映像を中心  

に、サラウンド録音による周囲の音響空間を記録することにより、森林内の映像音響空間を人間の感じるそのま  

まに記録し、さらにGPSを加えて客観的情報として記録できるシステムを開発し、2）記録映像音響を人間の  

感じるそのままになるべく近いように再生するシステムを開発することとした。   

本年は、撮影装置の開発を中心に行った。映像音響記録装置は廉価版と高価版を開発した。映像撮影装置は、  

魚眼レンズとCCDカメラを使用した。音響記録は、高価版では、複数のマイクを利用してサラウンドマイクを  

構成して立体音響を記録し、サラウンド録音可能な業務用のDV（ディジタルビデオ）録画装置を利用した。廉価   
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版では、ステレオマイクと家庭用のDVカメラを利用した。撮影位置については、森林内での測位を精度高く行  

う場合にはビーコン付きGPS（TrimblePathhder）を、精度を要求しない場合には廉価な携帯型GPSを用いて、  

緯度、経度と測位時刻を記録した。映像音響データとGPSによる位置データを、時刻をキーに結合し、相互に  

連携できるようにした。野外での試行の結果、撮影方法としては、魚眼レンズを前方に向けた撮影は地面から樹  

冠までの状況を、魚眼を上方に向けた撮影は樹冠の状況を記録するのに適した。人間の両眼の視野は180度近く  

あるが、今回のシステムで森林で人間が感じるのに近い視野角の映像が撮影できた。  

酸性雨等の森林生態系への影響解析  

鳥居厚志・稲垣善之・篠宮佳樹・山田 毅（現 国際農林水産業研究センター）  

森林総合研究所では、酸性雨が森林生態系へ与える影響を予測するため、1990年から全国の本支所で降水の観  

測、林分の成長・衰退調査、及び渓流水の観測（2000年から）を行っている。四国支所もプロジェクト開始当初  

から参画しており、2003年も降水及び渓流水中に含まれる溶存成分を測定した。また、ヒノキ・スギ林分の成長  

状態などを調査した。   

四国支所庁舎屋上の年間の降雨採取回数は57回で、年降水量は2，899mm、観測開始からの12年間（199ト2002年）  

の平均値2，518mmと比べてやや多かった。降雨のpH値は概ね4．0～5．5の範囲で、加重平均値は4・88であった0  

各イオン濃度に目立った季節変動の傾向はなく、過去の観測と比べて、とくに酸性化の兆候もみられなかった0   

梼原町内の天然林流域と人工林流域の渓流水の調査では、両流域のpH値は概ね、7■5～8・0の範囲内にあった0  

両流域のpH値は、流量増加時の一時的な低下を除けば、変動幅は小さく安定していたo pH値と同様に、EC  

や各種イオン濃度も、年間を通じて数値が安定していた。ただしDOC濃度は、流量の増加に対応して値の増加  

が顕著に認められた。また、両流域の各分析項目の値や変動傾向は似通っているが、Mg2＋、Cl‾、NO3‾、  

DOC濃度は天然林流域の方が高い値を示した。   

四国支所構内のヒノキ林において、間伐と気象要因が落葉量と落葉時期と落葉期間に及ぼす影響を199ト2002  

年の12年間の測定から評価した。その結果、生育期間中の平均気温が高いほど、落葉時期が遅い傾向がみられ、  

ヒノキの生育期間は気温が高いほど長くなると考えられた。また、生育期間の日射量が多いほど、落葉期間が短  

く、急激に菓が落ちる傾向がみられた。  

地球温暖化が森林・林業に与える影響の評価及び対策技術の開発  

奥田史郎・酒井 武・稲垣善之   

技術会議委託費「地球環境が農林水産業に与える影響の評価および対策技術の開発（地球温暖化）」（平成14－  

18年度）において四国支所では、「二酸化炭素吸収量向上のための森林施業システムの開発」を本所植物生態研  

究領域、森林作業研究領域、北海道支所と共同で担当している。森林は二酸化炭素を吸収する役割が期待されて  

おり、吸収能力を向上させる森林施業システムを開発することが求められている。四国支所では、1）上層木の  

混み具合の異なる複層林管理施業における炭素固定能力を比較すること、及び2）材などの粗大有機物からの炭  

素放出量を評価することを担当している。複層林における炭素固定能力の比較については、上層木（調査開始時   
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約70年生）を適宜間伐し上層木屑の収量比数（Ry）が0．2以下の林分では中下木屑の材積成長量が上木屑の4倍以  

上に増大し、林分全体としての材構成長量も約15一正几a／叩と増大傾向になった。一方、間伐が遅れ気味で上層  

木層のRyが0．3前後の林分では、下層木屑の材構成長量は極端に小さく推移するだけでなく、林分材構成長畳  

も減少傾向になった。枯死材の分解速度の評価については、間伐による環境要因の変化が枯死材の分解速度に及  

ぼす影響を評価するために、高知県東津野村の様々な伐採率で間伐したヒノキ試験区9か所においてヒノキ材の  

分解試験を実施した。ヒノキ材の容積重の平均値（範囲）は設置1年後で0．45（0．43～0．47）g／c汀苧、2年後で0．40  

（0．38～0．46）g／c撼であり、2年間で初期値（0．45g／c㌔）から10（0～16）％程度減少した。設置後1年間の重量減  

少は少なく、1年から2年目にかけて分解速度が増加する傾向がみられた。  

陸域生態系モデル作成のためのパラメタリゼーションに関する研究  

小谷英司   

本プロジェクトは、地球温暖化予測の統合モデルの重要な要素となる地球スケールでの生態系モデルの構築と、  

そのパラメタリゼーション、人工衛星リモートセンシングによる観測を目的としている。この中で、「衛星観測  

によるLAI（LeafAreaIndex）等の機能・構造分布の広域計測手法の開発」を本所と分担している。本年は、開業  

と落葉という落葉広葉樹林でのLAIの大きな変化に着目し、四国石鎚山の落葉広葉樹ブナ林を対象にして、  

SAILモデル（ScatteringbyArbitrarilyIncludedLeaves）により林分スケールでの連続分光反射の季節変化を推定し  

た。調査時期は、開葉前の4月28日から落葉が終了した10月31日までとした。調査方法は、対象ブナ林から菓を  

採取し、実験室において分光器と積分球を用いて、実の分光反射率と透過率を測定した。一方で、LAト2000に  

よりLAIとMTA（平均葉傾角）を測定した。測定結果をSAILモデ）t／に入力し、林分の連続分光反射の季節変化  

を推定した。推定結果は、これまで野外でタワーから測定した結果と同様な傾向をしめしており、SAILモデル  

の有効性が明らかとなった。  

森林土壌における有機物の蓄積及び変動過程の解明  

稲垣善之  

技術会講委託費「森林・林業・木材産業における温暖化防止機能の計測・評価手法の開発（温暖化防止）」（平  

成14～16年度）において四国支所では「森林からのメタン及び亜酸化窒素の放出・排出量の評価」を北海道支所、  

本所立地環境研究領域、四国支所等、全国15機関と共同で担当している。メタンと亜酸化窒素は、強い温室効果  

をもつガスであり、森林生態系によるこれらの放出と吸収を明らかにすることが求められている。本課題では全  

国15機関による共同観測によって、主要な森林土壌における吸収・排出量と伐採などの森林管理が及ぼす影響を  

評価することを目的としている。四国支所では、東津野村のヒノキ2林分を対象に観測を行った。それぞれの林  

分にZつの20mX20mの調査区を設置し一方について2002年3月に本数で50％の間伐を実施した。2002年8月よ  

り2004年3月まで月に一度ガスを採取しフラツクスを求めた。メタン、亜酸化窒素のフラックスは間伐によって  

増加する場合と減少する場合があり、林分によって間伐の影響は異なっていた。   
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持続的な森林管理・経営の担い手育成及び施業集約・集団化条件の解明  

都築伸行   

本課題では、林家や森林組合、素材生産業者、林業労働者など森林管理の担い手となり得る主体の実態と動向  

を把揺するとともに、わが国林業の構造的特徴である小規模零細分散的所有を克服し効率的な森林管理を行うた  

めの施業集約化あるいは施業集団化条件を解明することを目的とする。全国的な動向を統計資料等により把接し  

っっ、先進事例の現地調査を基にした実態分析・類型化等により担い手育成及び施業集約・集団化条件を探る。   

四国支所では、町独自の交付金制度を設立した高知県梼原町など、施業集約・集団化の先進事例を対象にアン  

ケートや現地調査による実態分析を行う。本年度は、アンケート調査を行い、その結果から施業集団化には大半  

が賛成しているものの、集落での取りまとめ役は大半がやりたくないと考えていることを明らかにした。   
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（麺垂）  

小スケールでの土壌水分ポテンシャル分布と林内雨量の関係  

篠宮佳樹  

要旨：森林での酒質移動の媒体である水の鉛直1次元フラックス（地表面から土壌深部へ浸透した水の量）の変  

動を評価するため、モミ・ツガ天然林で土壌水分、土壌水分ポテンシャル及び林内雨を調査した。その結  

果、小さな空間スケールにおいても水分ポテンシャル分布のばらつきが認められ、水分ポテンシャルの乾  

湿の傾向は林内雨量分布の傾向とよく一致していた。このことから、林内雨量の分布が土壌水分の分布に  

大きな影響を与えている可能性が指摘された。  

目的と方法   

森林の水質浄化等の機能解明のため、溶質移動の媒体である水の移動も評価する必要がある。土壌表層から下  

層への移動過程で、浸透する水の空間的なばらつきが溶質移動に影響を与えると予想される。そのため、小さな  

空間スケールにおける鉛直一次元水フラツクスのばらつきについて検討する。本年度は、土壌水分ポテンシャル  

と林内雨量の関係について報告する。   

高知県梼原町鷹取山国有林のモミ・ツガ天然林内の斜面中腹に、土壌水分ポテンシャル計を深さ20、40、60cm  

に坦設した。これらのセットを斜面上方から下方へ1m間隔で4セット（計12個）設置した。土壌水分ポテンシャ  

ル計のセットは斜面上方からPO、Pl、P2、P3と表記する。土壌水分ポテンシャル計セットの横に転倒研  

式雨量計（1研0．5mm相当）3台を設置し、林内雨量を測定した。林内雨量は斜面上方からRl、R2、R3とし、  

RlはPlの横、R2はP3の横、R3はP3の斜面下方1mに位置する。試験地から1km離れた地点に林外雨  

量測定用の転倒析式雨量計（1研0．5mm相当）1台を設置した。林外雨量、土壌水分ポテンシャルの測定値は30  

分間隔で、雨量は10分間隔で自記記録した。  

結 果   

2003年8月の林外雨量、土壌水分ポテンシャルの測定結果を図1に示す。当月の雨量は537mmで、8月7～8  

日には台風による総雨量323mmの降雨があった。その一方で、8月19日以降は無降雨が続いた。8月下旬の水分ポ  

テンシャルはいずれも顕著に低下した。特に深さ20cmではPO～P4の全てで、－400cmH20以下に達した。P  

Oの深さ20cmでは強度の乾燥のため、8月29日以降正常に測定されていない可能性もある。   

水分ポテンシャルは降雨に反応して、急激に上昇し、降雨停止後徐々に低下した。同じ深さでみた場合、降雨  

後の水分ポテンシャルはPOで一番小さくなる傾向があり、PO、Pl、P2、P3の順に小さくなる傾向がみ  

られた。この傾向は深さ40cm、60cmでも同様の傾向がみられた。林内雨量はRlで少なく、R3で多く、R2は  

RlとR3の中間で、観測期間を通じてこの関係が認められた（表1）。水分ポテンシャル分布の乾湿の傾向は、  

林内雨量の多寡の傾向とよく一致していた。   

土壌水分ポテンシャルと林内雨量の結果から、POで乾燥したのは樹冠遮断される量が多く、林内雨量が少な  

い結果、土壌に含まれる水分量が少ないことが考えられる。このことから、水分ポテンシャルのばらつきの原因  

として林内雨量の空間分布が影響している可能性が考えられる。林内雨量分布は土壌に浸透する水の絶対量を決  

定しているので、雨水の浸透フラックスに与える影響は大きいと推察される。ただし、土壌物理性の違い、蒸散  

に伴う根の吸水によっても土壌水分は変動すると考えられる。これらの影響要因を考慮しつつ、観測を継続する。   
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表1林内雨量（樹間通過雨量）の測定結果  

降雨開始日  林外雨（皿）   Rl（m）   R2（m）   R3（m）  

12003．7．24  17  11  16．5  19  

2 2003．8．14  94．5  61  90．5  121  

3 2003．9．11  153．5  111．5  126  172  

4 2003．9．24  32．5  22．5  30  41  
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図1林外雨量、土壌水分ポテンシャルの測定結果（2003年8月）   
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FSC森林認証取得後における森林所有者の意識変化  

都築伸行  

要旨：FSC森林認証を取得した高知県梼原町の森林所有者を対象に、森林認証取得を契機に森林管理に対する  

意識がどのように変化したかを把握するためアンケート調査を行った。その結果、森林認証に参加した者  

は参加しなかった者に比べ、今後、環境配慮型施業を行うとする意向が高いことが明らかとなった。  

目的と方法   

FSC（森林管理協議会）による森林認証制度については海外取得事例の先行研究はあるものの、国内での取得  

事例に基づいた実態分析は少ない。本研究では2000年にFSCによる森林認証取得に成功した高知県梼原町の森  

林所有者を対象にアンケート調査を行い、その分析から環境配慮型施業に対する意識が認証取得をきっかけにど  

のように変化したかを明らかにすることを目的とする。アンケート対象者は梼原町森林組合員1，295名から半数  

を任意に抽出し住所が判明した者553名とした。アンケート方法は返信用封筒を同封した郵送で行い、回収率は  

45％であった。なお、本アンケート調査は高知大学付属演習林依光研究室と共同で行った。  

20％  

2％   

1％  口不参加者  

1％ 0％  

日参加者  
0％  ■全体  

特に変化なし  

環境の大切さを認識  

自然環境保全活動に参加する  

環境配慮型施業を行う  

その他  

0％10％ 20％ 30％40％ 50％   

図1 認証取得後の環境に対する意識変化  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％   

図2 FSCの取組に対する評価  

結 果   

アンケート結果から、図1のようにFSC森林認証に実際に参加した者は、今後「環境配慮型施業を行う」と  

回答した割合は39％と、不参加者の21％に比べて倍近く高い割合であった。逆に不参加者は、認証取得後も森林  

管理や自然環境保全に関する意識は「特に変化なし」と回答した割合が40％と、参加した者の14％に比べて倍以  

上高い割合であった。このことから実際に認証に参加することで環境配慮型施業への意識が高く変化しているこ  

とが推察される。ただし、図2のようにFSC森林認証取得に期待することを問うたところ、参加者、不参加者  

両者とも「林業振興」と回答する割合が最も高く、今後は森林管理に関して環境に配慮すべきと考えながらも、  

地域経済活性化のためには林業振興は欠かせないと考えていることが窺われる。このため今後、森林認証制度を  

普及させるためには認証取得による地域材のブランド化などの地域林業振興、ひいては地域経済活性化と環境保  

全型林業推進のバランスを考慮する必要がある。また、不参加者では、「よくわからないが良い取組と思う」と  

の回答が30％と比較的高い割合で存在しており、FSC森林認証に対して肯定的に捉えつつも、制度の中身に対  

する認識不足が窺われた。   
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施業集団化に関する森林所有者の意向  

都築伸行  

要旨：町独自で森林管理に対する交付金制度を実施している高知県梼原町を対象に、施業集団化への参加意志や  

その代表者引き受けに関する意向を把握するためにアンケート調査を行った。その結果、施業集団化への  

参加は大半が認めるものの、代表者は大半が行いたくないと考えていることが明らかとなった。  

目的と方法   

森林施業計画の樹立や施業を効率的に行う為には、集落レベルで森林所有者をとりまとめて施業集団化を図る  

事が望ましい。現状での森林管理や担い手の実態を踏まえた施業集団化条件とその支援策を解明するために、地  

域活性化や地域林業活性化の優良事例として数多く紹介されている高知県梼原町の森林所有者を対象に、中山間  

地域直接交付金制度（農業版デカップリング）及び梼原町が単独で行う水源地域森林整備交付金事業（町単独林  

業版デカップリング）、現状での森林管理に関する意向及び今後の施業方針、森林療界の管理実態、施業集団化  

に関する意向などに関するアンケート調査を行った。本報告では特に施業集団化への参加意向と施業集団化や交  

付金制度のとりまとめ役を引き受けるかどうかに関して紹介する。アンケート対象者は梼原町森林組合員1，295  

名から半数を任意に抽出し住所が判明した者553名とした。アンケート方法は返信用封筒を同封した郵送で行い、  

回収率は45％であった。なお、本アンケート調査は高知大学付属演習林依光研究室と共同で行った。   

44％  

l   

9％  

10％   

19％  

54％  

‘こ『  

7％  

既に引き受けている  

積極的に引き受ける   

順番制なら引き受ける   

できない・やりたくない  

その他  

積極的に参加する  

参加して良い  

あまり参加したくない  

参加しない  

0％ 10％  20％ 30％ 40％ 50％  0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％  

図2 施業集団化の代表者引き受けについて  図1 施業集団化への参加意向  

果   

アンケート結果から、図1のように、施業集団化に「積極的に参加する」と回答した割合は13％であり、「参  

加して良い」との回答は44％で、両者を合わせると集団化に肯定的な意見を持つ者が過半数存在していることが  

分かる。実際の施業集団化作業では、森林施業計画を編成し、認定を受けて森林整備地域活動支援交付金（国の  

交付金制度）を利用するなど、集落程度の単位でとりまとめを行う代表者が必要となる。この代表者の引き受け  

については図2のように「できない・やりたくない」との回答が54％と大半を占めており、施業集団化の必要性  

は認知しているものの、集落の代表者になることは重い負担と捉えていることが窺われる。森林組合や地方自治  

体の行政では集落レベルでのとりまとめ作業に責任を持つことは難しく、集落での合意形成が成立しなければ施  

業集団化の大きな障害になり得ると考えられる。   
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（垂函）  

2003年の高知市内の降水の化学的性質  

鳥居厚志・山田 毅（現 国際農林水産業研究センター）  

要旨：2003年の高知市内の降水を採取し、酸性度や酒存成分を調べた。この調査は1990年から継続しているが、  

2003年の結果は2002年以前の結果と大差なく、とくに酸性化の進行は認められなかった。  

目的及び研究方法   

森林総合研究所では、酸性雨が森林生態系へ与える影響を予測するため、1990年から全国の本支所で降水の水  

質観測、林分の成長・衰退調査、及び渓流水の水質観測（2000年から）を行っており、四国支所もプロジェクト  

開始当初からその一端を担っている。ここでは2003年の高知市内における降水の酸性度、電気伝導度及び溶存成  

分の概略について報告する。   

観測地点は、森林総合研究所四国支所（高知市朝倉）庁舎屋上である。降水はポリロートで受け、そのままポ  

リタンクに貯留して一連続降雨毎に回収した。採取量を受け口面積で際して水柱高に換算したものを降水量  

（mm）とした。採取した試料は濾過し、酸性度（pH（H20））をガラス電極法で、電気伝導度（EC）を電気伝導  

度計を用いて測定した。イオン濃度は、Ca2＋、Mg2＋、Na＋、NH4十、K＋、Cl∴NO2r、NO3‾、PO43．、  

SO42‾をイオンクロマト法（DIONEXDX320）によって分析した。また、DOC濃度を全有機炭素測定装置  

（SUMIGRAPHGCT－12Nまたは島津TC－5000）を用いて分析した。  

結果の概要   

年間の降水採取回数は57回で（集計期間は、2003年1／6～12／12）、その他に微量のため分析できない降雨が  

数回あった。年降水量は2，899mmで、観測開始からの12年間（1991～2002年）の平均値2，518mmと比べてやや多かっ  

た。100mm以上の強い降雨は、9回観測された。降水のpHとEC、各種イオン濃度（当量比）、降水量の測定結果  

を図1に示す。降水のpHはおおむね4．0～5．5の範囲にあったが、降水量の少ないときには4．0未満の低い倦  

も観測された。pHの加重平均値は4．88であり、これは2000～2002年（4．67、4．60、4．73）よりもやや高かった。  

ECの値は、pH倍が低い降雨で高く、pH値が高い降雨で低い傾向があった。これらの結果は、2002年以前の結  

果（山田ほか1999、Yamadaetal．2001）と比べてとくに変わった点はなく、酸性化の兆候はないと考えられる。   

ナトリウムイオン・アンモニウムイオン・カリウムイオン・カルシウムイオン・マグネシウムイオンの各イオ  

ン濃度は、いずれも降水量の少ないときにやや高い値を、降水量の多いときにやや低い倍を示した。硫酸イオン・  

硝酸イオン・塩化物イオンの各アニオン濃度も、カチオンと同様であった。各イオン濃度に目立った季節変動の  

傾向は認められなかったが、ナトリウムイオンと塩化物イオンは連動する傾向が見られる。これは両者が同一起  

源（海塩由来）であるためと考えられる。  

引用文献  

山田 毅・吉永秀一郎・森貞和仁・平井敬三・吉田桂子・三浦 覚（1999）降水中に含まれる溶存成分の森林・  

林地への負荷量 一森林給研四国支所構内における観測結果から－，森林応用研究8，113－116．  

YamadaT・，YoshinagaSリMorisadaK・andHiraiK・（2001）SulfateandNitrateLoadsonForestEcosysteminKochi  

inSouthwestofJapan，WaterAirandSoilPollution130，1115－1120   
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鷹取山酸性雨モニタリング試験地の設定と調査報告  

酒井 武・倉本意生・酒井 敦・田淵隆一（現 多摩森林科学園）・  

山田 毅（現 国際農林水産業研究センター）・篠宮佳樹・稲垣善之・鳥居厚志  

1．はじめに   

林野庁では「酸性雨等森林衰退モニタリング事業」として酸性雨等による森林衰退や環境要因について統一的  

モニタ■リングを継続実施している。この事業の一翼を担う当支所においては構内実験林内のヒノキ人工林におい  

て降水の酸性度、成長や衰退に係わる林分調査を1990年より継続して行っており、天然林のモニタリングサイト  

を1997年に白髪山天然生ヒノキ林に設定し、2000年に鷹取山モミ・ツガ天然林に設定した。本報では2000年に設  

定した鷹取山酸性雨モニタリング試験地の基礎調査について報告する。  

2．調査地と調査方法  

（調査地）   

調査地は四万十川流域の鷹取山学術参考保護林内、鷹取山国有林48ろ小班内、標高は約450mの地点に設定した。  

鷹取山保護林はいわゆるモミ・ツガ帯の成熟した天然林で、昭和48年に設定された。全般にモミが優占しており、  

ツガやカヤ等の針葉樹のほか、ヤマザクラ、ヒメシヤラ、アサダなどの落葉広葉樹を交えた複雑な林（高知営林  

局1988）とされる。調査地の概要については表1に示した。以下の調査を2000年12月に行った。  

（植生調査と衰退度調査）   

植生調査を、酸性雨等森林被害モニタリング事業実施マニュアルに準じて行った。調査区は40mX40mの方形  

区とした。この調査区を10mメッシュの16グリッドに区切り各グリッド毎に胸高直径4cm以上の個体について樹  

種、胸高直径、位置を測定し、胸高直径18cm以上の個体については樹高を測定した。また、調査地内の2グリッ  

ド内については樹高1．3m以上の仝個体について樹種、胸高直径、樹高を記録し、高さ1．3m以下の下層植生につ  

いては出現種の優占度と植生高を記録した。また、調査地全体で出現種を記録した。衰退度調査は、調査地の中  

心から、斜面に対し上下左右4方向に12m離れた付近の林冠構成個体5個体ずつ合計20個体について、樹勢、樹  

形を評価した。  

（土壌調査）   

調査プロット内のほぼ中心に代表土壌断面を設定し、林野土壌調査方法書に準じて断面調査を行った。また、  

調査地内を6mグリッドに区切った交点（16地点）において表層土壌試料を採取し、酸性度を調べた。調査地の  

外周の4地点及び中心点でAo層の量を調べた。  

3．結果と考察   

立木調査の結果を表2に示した。本報告では高木層を直径18cm以上の立木、亜高木層を直径4cm以上18cm未満  

の立木、低木を直径4cm未満、樹高1．3以上の立木とし、それぞれの種組成を示した。調査地の胸高直径4cm以  

上の立木密度とBA（胸高断面積合計）は1，713本／ha、56．3Ⅰ＃／haであった。BAの57．4％をモミが占めた。高  

木層ではモミが68．7％を占め、シキミ（7．7％）、アサダ（7．0％）、カゴノキ（4．5％）の順であった。亜高木でもっ  

とも優占したのはサカキ（37．7％）で以下、ホソバタブ（15．8％）、シキミ（13．7％）、ヤプニッケイ（11．6％）であっ  

た。高木層の構成種の割合は異なるが、下層の種組成は同流域の市ノ又国有林（酒井ら1996）と酷似していた。  

調査地内にツガはみられなかったが、これは本調査地をモミ・ツガ帯の下部に設定したためと考えられる。高木  

層を構成するモミの樹高は35～45m、混交する広葉樹類の樹高は20～25mに達していた。下層植生調査の結果は  

表2に示した。下層植生は疎であった。下層植生の出現種数は調査地全体で40種、立木調査と合わせると仝出現   
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植物数は49種であった。   

衰退度調査は、モミ7個体、アサダ、ウラジロガシなど広葉樹13個体について行ったが、このうちモミ2個体  

について自然衰退と考えられる樹勢の衰えがみられた。   

調査地の土壌は、適潤性褐色森林土・偏乾亜型（BD（d）タイプ）で、1m以上の深い土層をもつ（表6）。表  

層土壌のpH（H20）は、5．28～6．24の範囲であり、とくに強酸性ではない（表4）。また、Ao層の現存量は305  

～881g／㌦であった（表5）。   

本調査からは酸性雨等による当林分への影響は認められなかった。今後も影響調査の為には長期モニタリング  

を継続することが有効と考えられる。  

引用文献  

高知営林局計画課（1988）高知営林局管内学術参考保護林の植物目録，高知，63p．  

酒井 武・川崎達郎・田淵隆一（1996）市ノ又風景林の林分構造．日林関西支論5：123－126．  

表1 調査地の概況  

調査地点   

標高  

緯度・経度  
土壌型  

傾斜■方位  

斜面形  

母材の堆積状態  

植生  

母材  

Ao層  

下鷹取山国有林48林班ろ小班  
高知県高岡郡梼原町中平  
450m  

北緯33度20分 東経132度58分  
BD（d）  

380 NW  
平衡斜面  

旬行土  
天然生モミ・ツガ林  

四万十北系泥岩・砂岩  
モミ・ツガ・広葉樹などの落葉、被覆度80％  

F層：0．5～4cm  
菌糸層が所々にマット状にみられる  

表3 下層植生調査と出現種  

下層植生（10mXlOmX2） 
岬、l：J；●－ 

コガクウツギ  

シログモ  
ホソバタブ  

ムラサキシキブ  
ヒサカキ  
シキミ  

サカキ  
アラカシ  
ウラジロガシ  

ヤプニッケイ  
ネズミモチ  
ャブツバキ  

ャブムラサキ  
キジノオシダ  
イヌガヤ  
キジョラン  
モミ  
トウゲシバ  

テイカカズラ  
フユイチゴ  
ペニシダ  

イワガラミ  

優占度  群落高（m）   
十  1．20   

＋  1．20   

＋  1．20   

十  1．20   

＋  1．10   

＋  1．00   

＋  0．80   

＋  0．70   

＋  0．70   

＋  0．70   

＋  0．60   

十  0．50   

＋  0．50   

＋  0．40   

＋  0．30   

＋  0．20   

＋  0．20   

＋  0．15   

＋  0．10   

十  0．10   

＋  0．10   

＋  0．05   

＋  0．05  

調査地全体内下層植生出現種  
スギ  
クロバイ  

ハイノキ  
ヒイラギ  
マメゾタ  

ヒメシヤラ  
ヤマモミジ  
ソヨゴ  
ハマクサギ  

ツタ  
マップサ  
ゴンズイ  
サンカクゾル  
タチッボスミレ  
エビネ  

ゼンマイ  

出現種：40種   
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表4 プロット内16地点の土壌pH  

1  2   3   4   

5   6   7   8   

9  10  11 12   

13  14  15  16  

5．77  5．69  5．74  5．29   

6．09  5．64  5．59  5．38   

6，24  6．02  5．37  5．51   

6．04  5．95  5．55  5．28  

表5 プロット内5地点のAo層量（g／㌦）  

881  687  

729  

（断面位置）  

622  305  

表6 土壌断面の特徴  

層  界  石  礫  構  造  濡 虚  根  
硬 度  菌根 水湿  

菌糸 状態  
土色 土性  ⊥〕⊥■⊥ 

推移形状 大きさ頻度形状是貨 種類大きさ鵬堅密度大きさ頻度  

10YR Clay 細  ＋  角 新鮮 亜角塊状 極小  中   

3／3  中  ＋  角 新鮮 粒状 極小 強  

粗  ＋  角 新鮮 亜角塊状 小  中  

大 ＋＋ 亜角 新鮮 粒状  小  中  

亜角塊状 中  中  

亜角塊状 大  中  

6  極細 ＋＋ あり  潤   

怒  細  ＋  

中  ±  

大  ±  

8  明瞭 平滑  

10YR Clay 細   

3／4  中  

粗  

大   

10YR Clay 細   

4／5  中  

十  角   

十  角   

十十 角   

十十 亜角   

± 亜角   

十 亜角  

新鮮 亜角塊状 極小   

新鮮 亜角塊状 小   

新鮮 亜角塊状 中   

新鮮 亜角塊状 大   

新鮮 亜角塊状 極小   

新鮮 亜角塊状 小   

新鮮 亜角塊状 中   

新鮮 亜角塊状 大  

A2  中
中
弱
弱
弱
弱
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
－
 
 
 
 
】
 
 

コ
h
り
 
 
 
コ
b
り
 
 

極細  ぃ
リ
 
 

あ
 
 

十
 
 

堅
 
 

1
3
 
や
 
 

や
 
 
 

湿
 
 

h
り
∵
 
 

あ
 
 

±
 
 
±
 
 
±
 
 
±
 
 
±
 
 
±
 
 

田
 
 

細
 
中
 
大
 
柳
 
畑
 
中
 
 

20 明瞭 平滑  

Bl  

租 ＋十＋ 角  

大 ＋＋＋ 角  

巨 ＋十 角   

10YR Clay 細  ＋  角   

4／6  中  ＋  角  

租 ＋＋ 角  

大 ＋＋＋ 角   

10YR Clay 細  ＋  角  

60 判然 平滑  新鮮   

新鮮 亜角塊状 極小 弱一中 14 極細 ±  B2  

新鮮 亜角塊状 小 弱一中やや堅 細  ±   

新鮮 亜角塊状 中  弱  中  ±   

新鮮 亜角塊状 大  弱   

新鮮 亜角塊状 極小 弱一中 14 極細 ±  湿  

新鮮 亜角塊状 小 弱一中やや堅 細  ±  

80 判然 平滑  

B3  

中  ＋  角  5／6  

租  ＋ 亜角、角 新鮮 亜角塊状 中 弱一中   

大  ＋ 亜角、角 新鮮 亜角塊状 大 弱一中   100十  
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下ル川山スギ人工林収穫試験地の調査結果  

小谷英司・平田泰雅・都築伸行・門田春夫・弘田孝行   

当該試験地は1972年（昭和47年）に、土佐地方（太平洋側）スギ人工林における施業試験と林分構造の推移を  

解明するために、須崎営林署（現四万十森林管理署）管内下ル川山国有林215林班、は小班（2．80ha）に施業方法  

を違えた4標準地が設定された（図1）。高知県高岡郡大野見村の西に面した凹型地形にあり、標高約500m、傾  

斜は5～108、地質は中生代白亜紀の四万十帯に属する須崎層で、土壌はBD型である。25年生、37年生時の2匝l  

の間伐を挟み定期調査を7回実施している（松村ら1999）。   

第7回の調査は、2003年11月に実施した。直径は仝木調査を行い、樹高は固定調査木を含めて試験区毎に20～  

30本をVertex（ハグロフ社、スウェーデン）により測定し、未測定木については樹高曲線を作成して推定した。  

調査とペンキ塗りに要した時間は10入日であった。なお、2003年9月に立木の 

区の周辺とA区（038）内より、それぞれ3本の立木を伐倒した。   

表1にこれまでの成長経過をまとめた。今回の調査の結果、37年生時の間伐木と判断された立木が増え、さら  

に前回の調査漏れなどがあったため、37年生の間伐時と40年生時の集計値を一部修正した。当初は、間伐強度で  

無間伐を含む4段階に分ける設計であったが、実際に行われた2回の間伐はA、C、D、の3プロットで同程度  

の強度であり、現在の所、無間伐と間伐の2区分となっている。当該試験地の成長は非常に良く、40年生時で平  

均樹高25mというのは、土佐地方の収穫表では地位上の21mをはるかに上回っている。さらに、材構成長は無間  

伐区で最も多いが、その他の間伐区でも30Ⅰゴという連年成長量を示していた。直径成長は無間伐区で明らかに劣っ  

ており、間伐区間の相違はあまりみられない。  

引用文献  

松村直人・小谷英司・都築伸行・大黒 正（1999）下ル川山スギ人工林収穫試験地の第2回間伐後の成長経過．   

森林総研四国支年報，40：33～34．  

図1 試験区の位置図   
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表1 下ル川山スギ試験地の調査結果の概要  

林齢  立木本数  林分材横  平均直径  平均樹高 連年成長量 相対幹距比  

（yrs）  （／ha） （rrf／ha）  （cm）   （m）（ポ／ha／yr）（％）  
標準地  

11．2  39．6   

14．1  39．0   

17．6   

19．3  42．3   

20．7  35．4   

23．2  

276  14．5   

474  17．5   

630  19．9   

467  22．8   

636  25．7   

813  27．6   

577  29．7   

726  32．3   

864  34．6  

14  2，504  

19  2，448  

23  2，163  

25  1，275  

29  1，241  

34  1，241  

37  767   

40  767   

45  733  

A O38  

（0．116ha）  

強度間伐区   

25年間伐  

N41％，Ⅴ：26％   

37年間伐  

N38％，Ⅴ：29％  

8
 
 
6
 
 
 

4
 
 
7
 
 

2
 
 
2
 
 

0
0
 
 
0
 
 
3
 
 
2
 
 
8
 
 
6
 
 
 

6
 
 
9
 
 
2
 
 
4
 
 
1
 
 
3
 
 

3
 
 
3
 
 
3
 
 
2
 
 
3
 
 
2
 
 

236  14．1  

420  17．2  

576  19．4  

770  21．5  

891  23．4  

1，082  25．9  

1，200  27．2  

B O39  14  2，471  

（0．113ha）  19  2，407  

23  2，274  

無間伐区  29  2，142  

34  2，009  

40  1，744  

45  1，681  
6
 
 
3
 
 
 

2
 
 
1
 
 

4
 
 
4
 
 

274  15．6  

487  19．2  

652  21．4  

523  23．4  

763  26．3  

908  28．0  

700  30．6  

884  33．2  

1，108  35．6  

14  2，183  

19  2，123  

23  2，000  

25  1，367  

29  1，349  

34  1，349  

37  887   

40  887   

45  887  

C O40  

（0．106ha）  

中庸度  

間伐区   

25年間伐  

N32％，Ⅴ：20％   

37年間伐  

N34％，Ⅴ：23％  

18．1  60．0   

22．0  29．0   

23．1   

23．8  30．7   

26．2  44．8   

29．2  

10．4  34．4   

13．0  34．8   

15．9   

16．8  50．5   

19．9  33．0   

22．7   

23．3  28．5   

25．8  35．8   

28．5  

216  13．9   

388  17．5   

527  19．9   

409  22．2   

611  25．2   

776  27．4   

600  29．6   

771  32．1   

950  34．7  

14  2，234  

19  2，154  

23  2，000  

25  1，236  

29  1，220  

34  1，220  

37  805   

40  805   

45  805  

D O41  

（0．123ha）  

弱度間伐区   

25年間伐  

N38％，Ⅴ：22％   

37年間伐  

N34％，Ⅴ：23％  

注）25，37年生時の間伐後の資料は、それぞれ23，34年生の資料から集計した。   
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下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果  

小谷英司・平田泰雅・都築伸行・門田春夫・弘田孝行   

当試験地は、間伐方法の比較試験のため、かつヒノキ人工林の成長量、収穫量及びその他の統計資料を収集す  

るとともに林分構造の推移を解析するため、高知営林局須崎営林署管内（規、四万十営林署）15林班に小班に、  

1961年に太平洋岸中部試験地として、3試験区が設定された（図1）。試験地は、海抜高は約500m、山の中腹か  

ら上にあり、地形はやや複雑で起伏に富む。地質は白亜紀四万十層群に属する須崎層で、土壌は砂岩と頁岩を母  

材とする埴土で、BD型の土壌である。SIOlOは、西向き斜面であり平均傾斜30Oでやや凹形の地形である。A層は  

厚さ約20cmで腐植及び石礫に富む。SIOO9は、西向き斜面であり、平均傾斜は200で、起伏が少なく、凹形の地形  

である。A層は約15cmの厚さで腐植に富む。SIOll（無間伐区）は、西北西向き斜申であり、平均傾斜角300で凸  

形の地形で、A層は腐植及び石礫に富み、厚さは約8cmである。これまでに8回の調査を行ってきた（松村ら2000）。   

第9回の調査は、2003年11月に実施した。直径は仝木調査を行い、樹高は固定調査木を含めて試験区毎に20～  

30本をVertex（ハグロフ社、スウェーデン）により測定し、未測定木については樹高曲線を作成して推定した。  

調査とペンキ塗りに要した時間は17人目であった。   

表1にこれまでの成長経過をまとめた。なお、今回の調査結果から、調査漏れなどの多かったSIOO9とSIOlOに  

ついてはこれまでの調査結果の再集計を行い、前回の集計結果を修正した。異なる間伐強度による間伐試験区を  

2つと、無間伐試験区を1つと、おおよそ当初計画通りの施業が行われてきた。各試験区は順調に成長している  

が、特に無間伐試験区の樹高成長が相対的にやや悪かったが、これは土壌の厚さなど立地条件の違いによると推  

定した。  

引用文献  

松村直人・小谷英司・都築伸行（2000）高齢級間伐とスギ・ヒノキ人工林の成長解析 一滑床山スギ，ヒノキ，   

下ル川山ヒノキ，西ノ川山ヒノキ試験地の成長経過－，森林総研四国支年報，41：33～36．  

図1 試験区の位置図   
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表1 下ル川山ヒノキ試験地の調査結果の概要  

林齢  本数  材積 平均直径 平均樹高 連年成長量 相対幹距比  

（yrs）（／ha）（nf／ha）（cm）  （m）（d／ha／yr）（％）  
標準地  西暦  

SIOO9  1961  

（0．200ha）  1966  

営林署方式間伐区 1971  

1976  

4  3，345  

9  3，090  

14  3，075  

19  2，980  

25  2，745  

32  2，480  

37  2，480  

39   1，655  

42   1，660  

46   1，630  

2．0   

4．5   

7．6   

10．0   

12．5   

14．4   

17．1   

17．2   

16．9   

19．1  

86．5   

40．0   

23．7   
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39年間伐  

N：33％，Ⅴ：21％   1996  

1999  

2003  

8
 
 
3
 
 
 

9
 
 
6
 
 
2
 
 

SIOlO  1961  4  2，700  

（0．200ha）  1966  9   2，495  

寺崎式B種間伐区 1971  14   2，435  

1976  19  2，340  

1982  25  2，250  

26年間伐  1983  26   1，800  

N：20％，Ⅴ：9．6％  1989  32   1，785  

35年間伐  1992  35   1，170  

N：34％，Ⅴ：23％   1994  37   1，170  

1999  42   1，110  

2003  46   1，095  

1．5   

3．9   
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SIOll  1961  

（0．200ha）  1966  

無間伐区  1971  

1976  

1982  

第6回は直径のみ 1989  

調査  1994  

1999  

2003  

4  3，095  

9  2，770  

14  2，770  

19  2，770  

25  2，735  

32  2，700  

37  2，720  

42  2，545  

46  2，500  
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平成15年に四国地域で発生した森林病虫獣害  

佐藤重穂・田端雅進   

森林総合研究所では、森林病虫獣害の全国的な発生動向を把握し、新たな被害の発生に迅速に対応するために、  

森林病虫獣害データベースを構築し、被害情報データを入力している。四国支所ではこのデータベース運営に協■  

力するとともに、四国地域で発生した森林被害に関する情報を収集している。ここでは、このデータベースに登  

録された四国地域の被害データ、及び四国各県と四国森林管理局から提供された被害情報をあわせて、平成15年  

に四国地域で発生した森林病虫獣害の情報を取りまとめた（表1）。なお、上記データベースに入力された被害情  

報は、毎月発行される「森林防疫」誌（全国森林痛虫獣害防除協会刊行）に掲載されている。   

平成15年は愛媛県と高知県でクロツマキシヤチホコによるウバメガシの食薬害が発生し、特に愛媛県南予地方  

で被害が大きかった。本種は、平成13年に愛媛県内で大発生して、平成14年にはほぼ被害が終息したとみられて  

いたが、再度、大きな被害をもたらした。スギ・ヒノキの害虫としては、高知県西部でスギノアカネトラカミキ  

リの被害が発生した。本種は比較的限られた地域に生息するが、これまで発生の知られていなかった地域での被  

害であった。また、ニホンキパテやヒノキカワモグリガによるスギ・ヒノキの材変色被害は、外観から判別する  

ことが困難なので、報告される被害面積は少ないが、恒常的に材内に被害が蓄積されていると考えられる。   

平成15年の病害として、高知県ではこれまでに認められていない場所のマンサク、シナマンサク、アテツマン  

サクに菓枯れ被害が広がっていた。平成15年は例年に比べて夏期の降水量が多く、そのため干害によるスギやヒ  

ノキの枯死被害がほとんどみられなかった。しかし、スギ黒点枝枯病による枝枯れ被害とサカキ輪放棄枯病によ  

る葉枯れ被害や落葉被害がみられた。   

これらの病虫獣害各種の被害動向を、今後とも監視していく必要がある。  

表1 平成15年に四国地域で報告された病虫獣害  

病虫獣害名（被害樹種）  徳島県＊  香川県  愛媛県  高知県  四国森林管理局＊  

＜病害＞   

黒点枝枯病（スギ）   

暗色枝枯病（ヒノキ）  

ク  （スギ）   

輪紋葉枯病（サカキ）  

＜虫害＞   

スギカミキリ（スギ・ヒノキ）   

スギノアカネトラカミキリ（ヒノキ）   

ヒノキカワモグリガ（スギ・ヒノキ）  

クロツマキシヤチホコ（ウバメガシ・クヌギ）   

マツカレハ（アカマツ）   

キバチ類（スギ・ヒノキ）   

松くい虫（アカマツ・クロマツ）  

（同上：被害材積ポ）  

＜獣害＞   

野ネズミ（スギ・ヒノキ・ケヤキ）   

ノウサギ（スギ・ヒノキ・ケヤキ）   

シカ（スギ・ヒノキ）   

カモシカ（スギ・ヒノキ）   

シカまたはカモシカ（スギ・ヒノキ）   

イノシシ（タケ等）  

8．0  

0．1  

3．35  0．1  

2．10   
4
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7
 
0
 
 1
 
 

9
 
4
 
 

8
 
8
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O
 
1
 
 

4
 
9
 
 

35．03  

2，508  

へ
J
 
1
 
 

8
 
0
 
 7
 
 

1287  

＊
 
 
＊
 
 
＊
 
 

3
 
0
 
5
 
 

4
 
9
 
6
 
 
 

6
 
9
 
2
 
 

1
 
3
 
7
 
 

1
 
4
 
7
 
 

1
 
5
 
 

1
 
 1
 
 

137．76＊   

数字は被害面積（単位：ha）。＋：被害発生あり。  

＊は平成14年度の被害発生報告。   
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平成15年度 四国支所研究評議会  

開催日時：平成16年3月5日（金）13：00～16：00  

開催場所：森林総合研究所四国支所 会議室  

出席者：評議会委員  

どんぐりネットワーク理事  

久万町林業振興協議会会長  

高知大学農学部森林科学科教授  

オブザーバー  

高知県立森林技術センター所長  

四国森林管理局指導普及課長  

子
 
 

合
一
三
 
 
男
 
浩
 
 

百
 
倍
 
正
 
 
芳
 
 

岡
 
 
原
 
口
 
 

石
 
岡
 
徳
 
 
氏
 
樋
 
 指摘事項と対応方針  

項 目   指 摘 事 項   対 応 方 針（案）   

研究推進に  ・個別には様々な成果が得られてきている。こ  ・16年度は次期中期計画でとり組むべき課題の   

ついて   れらをつなげて総合化していくような取り組  検討に入る。指摘を参考にしたい。  

みができるとよいと思う。  

・複層林施業など地域のニーズに応える研究を   ・課題が環境にシフトしつつあるが、林業に関  

これからも続けて欲しい。   する研究を地道に続けていきたい。  

イ交付金制度」や「森林認証」問題など、社  ・地域振興に向けた研究を今後とも続けていき  

会学の観点からの研究が行われていることを  たい。   

評価したい。このような研究をさらに進めて  

欲い－。  

研究ニーズ   ・既成の概念にとらわれない新たな発想で、地  ・意見を念頭にニーズヤシーズの把握に努めて   

の把撞につ   域のニーズの把握や研究シーズの発掘に努め   いきたい。  

いて   て欲しい。  

・コストの観点も取り入れながら研究を進めて     ・自然の仕組みをうまく利用しながらコストを  

下げるような研究ができるとよいと思う。   いきたい。   

広報・普及  ・分かりやすいホームページにするには、一般  ・指摘を参考に、ホームページの充実を図って   

について   向けの部分と専門家向けの部分との仕分けを  いきたい。  

うまくするとよい。一般の人々が知りたいこ  

とに、全て応えることは無理である。他のホー  

ムページとのリンクをはるとよい。  

・ボランティア活動等に参加する人々に対し、   ・県や国有林等が取り組む森林教育との連携を  

森林の知識を効果的に伝える方法について考   強めつつ、一般の人々への知識の普及に努め  

え、実行していって欲しい。   ていきたい。  

・研究課題に関連した事柄の他に、様々な要請  

があると思うが、これからも積極的に対応し  

ていって欲しい．。   
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研究業績一覧  

◎原著論文  

竹内郁雄・伊東宏樹（2003．5）スギ高齢人工林の樹高成長．日本林学会誌，85（2）：121－126．  

清野嘉之・奥田史郎・竹内郁雄・石田 清・野田 巌・近藤洋史（2003．8）強い間伐はスギ人工林の雄花生産量   

せ増加させる．日本林学会誌，85（2）：237－240．  

佐藤重穂（2003．3）ヒノキカワモグリガ幼虫によるスギ樹皮上の摂食箇所の分布と樹脂流出との関係．樹木医学   

研究，7：15－19．  

KaoruMaeto，ShigehoSato（2004．1）Impactsofforestryonantspeciesrichnessandcompositionin   

warm－temperateforestsofJapan（日本の暖温帯林における森林管理がアリの種数と種組成に及ぼす影響）   

Forest Ecology and Management，187：213－223．  

佐藤重穂・前藤 薫・宮田弘明・鴻上 泰（2004．3）四万十川森林計画区における森林管理が希少植物に与える   

影響．森林応用研究，13（1）：25－36．  

鳥居厚志（2003．11）四国地方の森林土壌の保水容量評価．環境情報科学別冊：環境情報科学論文集，17：7－12．  

SatoshiSaito，TakeshiSakai，ShobuSakurai，MoriyoshiIshizuka，NobuyukiTanaka，ShozoNakamura，  

J．dosSantos，R．）．Ribeiro，N．Higuchi（2003．7）Floristicandlife－formCOmpOSitionofwoody   

plantsintheZF2area，anamaZOnianterra－firmeforest（アマゾン・テラフィルメ林，ZF2地帯の木本   

植物の種組成と生活型）．ProjetoJacarandaFaseII：Pesquisas Florestais naAmazonia Central（ジャ   

カランダプロジェクトフェーズⅠⅠ：中央アマゾンの森林研究），21－29．  

SatoshiSaito，TakeshiSakai，ShozoNakamura，N．Higuchi（2003．7）Threetypesofseedlingestablishments   

oftreespeciesinanamazonianterTa－firmeforest（アマゾン・テラフィルメ林の実生定着の3つのタイ   

プ）ProjetoJacarandaFaseII：PesquisasFlorestaisnaAmazoniaCentral（ジャカランダプロジェクト   

フェーズⅠⅠ：中央アマゾンの森林研究），31－41．  

田淵隆一・酒井 武・倉本悪生・酒井 敦・大黒 正・奥田史郎・竹内郁雄（2003．9）ヒノキ・ツガ天然生林に   

おける下層植生の葉面積推定．森林応用研究，12（2）：117－122．  

篠宮佳樹・山田 毅・吉永秀一郎・鳥居厚志（2004．3）四万十川源流の森林小流域におけるNO3－Nの洪水流出   

負荷．森林応用研究，13（1）：63－68．  

稲垣善之・深田英久（2003．3）四国地域において森林土壌の炭素貯留量および養分動態に影響を及ぼす要因Ⅰ．   

井上・岩川・吉田（1973）のデータセットを用いた解析．森林応用研究，12（1）：7－14．  

稲垣善之・酒井 敦・倉本恵生・小谷英司・山田 毅・川崎達郎（2003．9）針葉樹人工林における落葉生産の年   

変動：間伐と気象条件の影響．森林総合研究所研究報告，2（3）：165－170．  

稲垣善之・深田英久（2003．9）ヒノキ林における放置間伐材の分解にともなう重量減少と窒素動態．森林応用研   

究，12（2）：159－162．  

谷川束子・高橋正通・今央明宏・稲垣善之・石塚和裕（2003．5）アンデイソルとインセプティソルにおける硫酸   

イオンの断面分布と現存量一吸着態および溶存態硫酸イオンについて…．日本土壌肥料学会雑誌，74（2）：149－   

155．  

YasumasaHirata，YukihideAkiyama，HidekiSaito，AsakoMiyamoto，MikiFukuda，TomohiroNishizono  

（2003．12）Estimatingforestcanopystructureusinghelicopter－borneLIDARmeasurement（ヘリコ   

ブタ搭載LIDAR計測による林冠構造の推定）Advancesinforestsurveyingforsustainableforestmanagement   

and biodiversity monitoring，125－134，KluwerAcademicPublishers，Dordrecht，TheNetherlands．  

古家直行・平田泰雅・鈴木 誠・山本博一（2004．3）高分解能衛星画像を用いた針葉樹人工林立木密度推定手法   

の検討．日本林学会関東支部大会発表論文集，55：93．  

田端雅進（2003．12）ニホンキバチ，ヒゲジロキパテと共生菌によるスギ・ヒノキ材変色被害に関する研究一共生   



平成15年度森林総合研究所四国支所年報  37   

菌の種と共生菌のスギやヒノキに与える影響について一．森林総合研究所研究報告，2（4）：227－235．  

小谷英司（2003．9）GISを利用した原単位法による四万十川流域の全窒素（TN）排出負荷量の推定．森林応用研   

究，12（2）：99－108．  

MayumiYoshimura，YuIsobe，TadashiOishi（2003．4）Therelationamongemergencedate，daysuntil   

firsteffectivemating，fecundityandadultlongevityinbpperlaaizuanaandSu）eltsasp．（Plecoptera）  

（カワゲラの羽化日，交尾までの日数，産卵数，寿命の関係）．ZoologicalScience，20：471－479．  

MayumiYoshimura（2003．8）Relationsofintraspecificvariationsinfecundity，Clutchsizeandoviposition   

frequencytothebodysizeinthreespeciesofstoneflies，Su）eltsasp．，h坤erlaaizuanaand Stausolus  

jaPonicus（カワゲヲにおける産卵数，卵塊サイズ，産卵回数，体の大きさの関係）．Limnology，4：109－112．  

MayumiYoshimura（2003．10）Differenceofovari01ematurationdependingon・emergenCedateinhpi＞erla   

aizuana（Perlodidae，Plecoptera）（カワゲラにおける羽化日と卵成熟との関係）．Research Update on   

Ephemeroptera＆Plecoptera，Ed byE Gaino，UniversitえdiPerugia，Perugia，Italy：211－215．  

MayumiYoshimura（2004．2）SeasonalandDailyFlightTimingofOvipositioninSeveralStoneflySpecies  

（PLECOPTERA）intheField（野外におけるカワゲラの産卵季節と産卵時間との関係）ZoologicalScience，   

21：189－195．  

◎公刊図書  

竹内郁雄・阿部恭久・堀 大才 ほか（2004．1）枝打ち・植栽密度，間伐の効果．元気な森の作り方，217－229．  

佐藤重穂（2004．1）ヒノキカワモグリガによる被害．元気な森の作り方，124－127．  

佐藤重穂（2004．1）キバチ類による被害．元気な森の作り方，132－135．  

佐藤重穂（2004．3）森にいる野鳥の数を調べるには．森の野鳥を楽しむ101のヒント，132－133．  

佐藤重穂（2004．3）鳥の糞から森が生まれる．森の野鳥を楽しむ101のヒント，214－215．  

◎学会講演要旨  

竹内郁雄（2003．11）下層植生の生育を促すヒノキ林での密度管理．日本林学会関西支部大会研究発表要旨集，54：   

32．  

奥田史郎・酒井 敦（2003．11）竹林の拡大に伴う林内植生の変化について．日本林学会関西支部大会研究発表要   

旨集，54：46．  

奥田史郎・酒井 敦・鳥居厚志（2003．11）竹林の拡大に伴う林内植生の変化について一番川県さぬき市の竹林に   

おける事例について－．日本林学会関西支部大会研究発表要旨集，54：51．  

佐藤重穂・酒井 敦・濱田哲暁・岩岡 猛（2003．9）人工林伐採跡地の植生回復に鳥類がどう関わるか一伐採跡   

地と壮齢人工林における果実食鳥類相【．日本鳥学会大会講演要旨集（2003年度），75．  

Shigeho Sato，AtsushiSakai（2003．10）Contributionofseed dispersalbybirdsonvegetationrecovery   

afterclear－Cuttingofaconiferplantation（針葉樹人工林伐採地の植生回復における鳥類の種子散布の寄与）．   

Workshop forinternationalcollaborative study onindicators of sustainable forest management：   

Abstract，25．  

佐藤重穂・酒井 敦（2003．11）暖温帯人工林における果実食鳥類の季節変動と先駆性樹種の果実熟期．日本林学   

会関西支部大会研究発表要旨集，54：52．  

佐藤重穂・前藤 薫（2003．11）ニホンキバチの羽化成虫数に影響を及ぼす要因．樹木医学会大会講演要旨集，8：   

34．  

酒井 武・奥田史郎（2003．4）上木の密度管理と下木の成長－スギ48年生スギ18年生2段林の事例－．日本林学   

会大会学術講演集，114：490．  

田淵隆一・酒井 武・倉本恵生・酒井 敦（2003．11）林縁除去後の林内下層木の成長反応．日本林学会関西支部   

大会研究発表要旨集，54：34．   
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酒井 武（2003．11）天然更新したヒノキ実生の成長．日本林学会関西支部大会研究発表要旨集，54：38．  

篠宮佳樹・山田 毅・鳥居厚志（2003．5）豪雨時に森林から流出する渓流水中のNO3－N濃度変動特性．四万十・   

流域圏学会学術研究発表会概要集，3：35－36．  

篠宮佳樹・山田 毅・鳥居厚志（2003．7）四万十川源流部の森林流域における豪雨時のNO3－N負荷特性．2003   

年度水文・水資源学会研究発表講演集，220－221．  

篠宮佳樹・鳥居厚志・稲垣善之・山田 毅（2003．11）植林された棚田における土壌有機物の性質が保水容量に及   

ぼす影響．土壌物理学会シンポジウム講演要旨集，45：22－23．  

篠宮佳樹・稲垣善之・深田英久（2003．11）間伐がヒノキ林の表層土壌水分に及ぼす影響．日本林学会関西支部大   

会研究発表要旨集，54：23．  

倉本恵生（2003．5）暖温帯天然林構成種の落葉動態一季節変化と年次変動－．日本生態学会中国四国地区大会講   

演要旨集，47：8．  

田淵隆一・倉本恵生・石原修一・小野賢二・平出政和・藤本 潔（2003．6）ポンペイ島北岸の先駆性Sonneratia   

alba林の気根量．日本熱帯生態学会大会講演要旨集，13：27．  

石原修一・田淵隆一・藤本 潔・倉本恵生・小野賢二・平出政和・宮崎安将・持田幸良・菊地多賀夫・SaimonLiphai  

（2003・6）Sonneratiaalbaの栄養繁殖とマングローブ林の海側への拡張．日本熱帯生態学会大会講演要旨集，   

13：28．  

Shigeo・Kuramoto（2003・9）AnnualvariationinleafandacornfallofJapaneseoakswithcontrasting  

leafandfmitinghabits（着菓季節特性と結実季節特性の異なる日本産カシ類の落葉と堅来生産の年次変動）．   

OAK2003，Japan：5．  

Shigeo Kuramoto（2003・9）Timingofleaf－flushing andseasonalleaトfal1dynamicsof sympatric   

FagaceousspeciesinaJapanesewarm－temPerateforest（日本の暖温帯林に生育するブナ科樹種の開業   

時期と落葉季節動態）．OAK2003，Japan：39．  

倉本恵生・稲垣善之・深田英久（2003．11）間伐がヒノキ林の落葉量，季節性に及ぼす影響．日本林学会関西支部   

大会研究発表要旨集，54：24．  

AtsushiSakai，ShigeoKuramoto，YasumasaHirata，KaoriSato（2003．7）Characteristicsanddetermining   

factors ofthevegetationgr・OWn afterclearcuttingofplantation（人工林伐採跡植生の特徴とその決定要   

因）．IALE（InternationalAsociationofLandscapeEcology）WorldCongress，6：25．  

酒井 敦・稲垣善之・深田英久（2003．11）間伐がヒノキ林の林床植生に及ぼす影響．日本林学会関西支部大会研   

究発表要旨集，54：22．  

稲垣善之・山田 毅（2003．5）ヒノキ落葉の窒素濃度と土壌可給態窒素の違いが落葉の分解速度に及ぼす影響．   

日本生態学会中国四国地区大会講演要旨集，47：8．  

稲垣善之・山田 毅・阪田匡司・舌永秀一郎（2003．8）窒素施肥を中止してから20年経過したスギ林における窒   

素動態．日本土壌肥料学会大会講演要旨集，49：185．  

稲垣善之・石塚成宏・阪田匡司・高橋正通・深田英久（2003．11）間伐がヒノキ林土壌のCO2発生量およびCH4   

吸収量に及ぼす影響．日本林学会関西支部大会研究発表要旨集，54：25．  

稲垣善之・倉本憲生・深田英久（2003．12）ヒノキ林における間伐が生態系の窒素動態に及ぼす影響．日本土壌肥   

料学会関西支部会講演要旨集，99：19．  

高橋正通・田中永晴・酒井寿夫・酒井佳美・稲垣善之・小野賢二・森貞和仁・央野雅人（2003．8）日本の森林伐   

採に伴う枯死有機物・土壌炭素変動．日本土壌肥料学会大会講演要旨集，49：12．  

石塚成宏・阪田匡司・高橋正通・稲垣善之・溝口岳男・澤田智志・五十嵐正徳・馬田英隆・金澤洋一・漠那賢作・   

小山泰弘・車 柱粂・鈴木祥仁・寺澤和彦・豊田信行・橋本 哲・室 雅道・安田 洋・山本博→（2003．8）   

森林伐採が土壌からの温室効果ガスフラックスに与える影響について一予報及び秋田県の事例について－．日   

本土壌肥料学会大会講演要旨集，49：186．  

山田 毅■篠宮佳樹・鳥居厚志（2003．5）硝酸態窒素濃度に関する四万十川流域と他流城の比較．四万十・流域   
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圏学会学術研究発表会概要集，3：37－38．  

平田泰雅・佐藤香織・倉本恵生・古家直行・野村奈津（2003．5）商業用高分解能衛星データを用いた森林構造の   

把握．日本リモートセンシング学会学術講演会論文集，34：9－10．  

YasumasaHirata，KaoriSato，AtsushiSakai，ShigeoKuramoto，YukihideAkiyama（2003．7）Theextraction   

Ofcanopy－understoryvegetation－tOpOgraphystructureusinghelicopter－borneLIDARmeasurement   

between aplantationand abroad－1eavedforest（人工林一広葉樹林におけるヘリコブタ搭載LIDAR計   

測による林冠一下層植生一地形の抽出）．Proceedings ofIGARSS2003，1－3（CD－ROM）．  

YasumasaHirata，KaoriSato，MitsueShibata，TomohiroNishizono（2003．9）Thecapabilityofhelicopter－   

bornelaserscannerdatainatemperatedeciduousforest（温帯落葉樹林におけるヘリコプタ搭載レーザー   

スキャナーデータの性能）．ProceedingsoftheScandlaserScientificWorkshoponAirborneLaserScanning   

Of Forests，174－179．  

YasumasaHirata，ShigehoSato，AtsushiSakai，ShigeoKuramoto，KaoriSato，San’eiIchikawa（2003．10）   

Spatialmodelingofforestfunction change atlandscapescale（景観スケールにおける森林機能変動の   

空間モデル）．ProceedingsofWorkshopforinternationalcollaborativestudyonindicatorsofsustainable   

forest management，8．  

KaoriSato，YasumasaHirata，ShigeoKuramoto，AtsushiSakai，ShigehoSato（2003．10）Therelationship   

betweenwoodmiceoccurrenceandenvironmentalfactors－Anintegratedapproachoffieldsampling   

andlidarremotesensing－（野ネズミの出現傾向と環境要因の関係一野外調査とライダーリモートセンシング   

による取り組み）．Proceedings of Workshop forinternationalcollaborative study onindicators of   

SuStainable forest management，26－27．  

YasumasaHirata，AtsushiSakai，ShigeoKuramoto，KaoriSato，YukihideAkiyama（2003．10）Thecanopy－   

understoryvegetation－tOpOgraphystruCturefromhelicopter－bornelaserscannerdatgainaplantation   

andabroad－leavedforest（人工林と広葉樹林におけるヘリコブタ搭載レーザースキャナーデータからの林   

冠一下層植生一地形構造）．ProceedingsofWorkshopforinternationalcollaborativestudyonindicators   

Of sustainable forest management，28－29．  

Yasumasa Hirata，Shigeo Kuramoto，AtsushiSakai，KaoriSato，Natsu Nomura（2003．10）Forestputch   

structureandstandattributesfromhigh－reSOlutionsate11itedata（高分解能衛星データからの森林パッ   

チ構造と林分属性）．Proceedings ofWorkshop forinternationalco11aborativestudyonindicators of   

SuStainable forest management，30－31．  

平田泰雅（2003．11）航空機レーザースキャナーを用いた野生生物の生息環境調査．国際猛禽類シンポジウム「希   

少猛禽類の生息環境管理一過切なアセスメントのために一」，8．  

YasumasaHirata，KaoriSato，ShigeoKuramoto，AtsushiSakai（2003．11）Extractingforestpatchattributes   

atlandscapelevelusingnewremotesensingtechniques－AnintegratedapproacofhighーreSOlution   

satellitedata，airborelidardataand GISdataforforestconservation－（新たなリモートセンシング技   

術を用いたランドスケープレベルでの森林パッチ属性の抽出一森林保全のための高分解能衛星データ，航空機  

1idarデータ，GISデータの統合的アプローチ）．IUFROConferenceon“MonitoringandIndicatorsofForest   

Biodiversityin Europe－FromIdeas to Operationality－”，39．  

Yasumasa Hirata（2004．2）Integration of remote sensing with GIS for forestinventory and forest   

management（森林資源調査と森林経営のためのリモートセンシングとGISの統合）．ProceedingsofInternational   

Seminor of Forest Site Map，28－44．  

田端雅進・竹本雅晴・戸田直人・阿部恭久（2003．11）キンイロアナタケによるヒノキ根株腐朽病一被害実態と侵   

入口について－．樹木医学会大会講演要旨集，8：25．  

小谷英司・粟屋善雄・岡野通明（2003．6）落葉広葉樹林における航空機MSS分光反射とfIPARの季節変化．写   

真測量学会学術講演会発表論文集，225－228．   
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小谷英司（2003．11）リニアエンコーダによる森林樹冠での光の水平分布計測装置の開発．日本林学会関西支部大   

会研究発表要旨集，54：50．  

YoshioAwaya，EijiKodani，DafangZhuang（2003．10）GLOBALNPPESTIMATIONUSINGNOAAAVHRR  

IMAGERY：CHANGESBETWEEN1982AND1999（NOAAAVHRRを用いた地球規模でのNPP推定：  

1982－1999年での変化）．ISPRSInternationalWorkshop on Monitoring and Modeling of Global   

EnvironmentalChange，E3：1－8．  

MayumiYoshimura（2003．6）Comparisonofattractedtimeforlightandthebehaviorinseveralfamilies   

OfTrichoptera．（トビケラにおける光に集まる時間と行動との関係）．Abstractbookofthellthinternational   

SympOSium on Trichoptera，69．  

吉村真由美・前藤 薫（2003．9）老齢天然林と針葉樹人工林内の渓流に生息する水生昆虫群集の比較．日本陸水   

学会大会講演要旨集，68：287．  

MayumiYoshimura，KaoruMaeto（2003．10）Comparisonofaquaticinvertebrateassemblagesbetween   

Old－grOWth naturalforest and planted coniferous forestcatchments（天然林と人工林内の水生昆虫群   

集の比較）．ProceedingsofWorkshopforinternationalco11aborativestudyonindicatorsofsustainable   

forest management，21．  

MayumiYoshimura，IsamuOkochi．（2003．12）ComparisonoflenticaquaticinsectsinOgasawaraislands  

（小笠原の水生昆虫相の比較）．ZoologicalScience，20：1615．  

都築伸行（2003．6）四万十川源流域梼原町におけるFSC森林認証制度への取組の現状と課題．四万十・流域圏   

学会学術研究発表会概要集，3：29－30．  

NobuyukiTsuzuki（2003．9）ThesupplyandprocessingoftheFSCLCertifiedwoodinJapan －Acase   

StudyontheYusuharaForestOwners’Cooperative（日本におけるFSC森林認証材の流通一梼原町森   

林組合の事例より－）．Workshopforinternationalcollaborativestudyonindicatorsofsustainableforest   

management：Abstract．  

都築伸行（2003．11）FSC森林認証取得が地域森林管理に与える影響．2003年林業経済学会秋季大会 報告資料集，   

124－132．  

◎その他  

加藤 隆（2003．7）地域のニーズに応える研究．森林総合研究所四国支所四国情報，30：1．  

竹内郁雄（2003．6）森林管理と水．高知みず工学研究会，6：6－14．  

伊穫英毅・前藤 薫・佐藤重穂・宮城 健・安里 修・具志堅允一（2003．3）育成天然林整備（改良）事業が甲   

虫類の種多様性に与える影響．沖縄県林業試験場研究報告，45：9－13．  

佐藤重穂（2003．6）  

佐藤重穂・前藤 薫   

支所年報，44：22．  

佐藤重穂・田端雅進   

所年報，44：35．  

佐藤重穂（2004．2）   

38．  

佐藤重穂（2004．2）  

佐藤香織・佐藤重穂  

森林鳥獣研究最近の動向 一第114回日本林学会大会より－．森林防疫，52：119－123．  

（2003．10）ニホンキパテとオオホシオナガパテの成育期間．平成14年度森林総合研究所四国  

（2003．10）平成14年に四国地域で発生した森林病虫獣害．平成14年度森林総合研究所四国支  

針葉樹人工林における鳥類群集．人工林の適地とはなにか～生態情報と技術論の連携～，34一  

樹木の種子を運ぶ鳥の役割．四国の森を知る，1：5．  

（2004．2）野ネズミが人工林にドングリを運搬する可能性を探る．四国の森を知る，1：6．  

鳥居厚志・山田 毅・篠宮佳樹・稲垣善之・田淵隆一・酒井 武・倉本恵生・大黒 正・酒井 敦・平田泰雅・   

小谷英司・都築伸行・前藤 薫・佐藤重穂・吉村真由美・竹内郁雄・広橋 俊・関 伸吾・関野幸二・島 義   

史・迫田登稔・吉田正則・村上敏文（2003．3）四万十川流域における環境保全型農林水産業による清流の保全   

に関する研究．平成13年度環境保全研究成果選集（Ⅰ）（環境省総合環境政策局総務課環境研究技術室編）：21－   
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（卜14）．  

鳥居厚志（2003．6）水にかかわる森林土壌の諸機能．高知みず工学研究会，6：1－5．  

鳥居厚志（2003．11）四万十川流域における環境保全型農林水産業による清流の保全に関する研究．環境省・環境   

保全研究成果ダイジェスト集（平成14年皮終了課題），28－33．  

鳥居厚志・山田 毅・篠宮佳樹・稲垣善之・酒井 武・倉本恵生・酒井 敦・大黒 正・平田泰雅・小谷英司・   

都築伸行・吉村真由美・田淵隆一・奥田史郎・前藤 薫・佐藤重穂・竹内郁雄■関 伸吾・広橋俊郎・関野幸   

二・島 義史・迫田登稔・吉田正則・村上敏文・吉川省子（2004．1）四万十川流域における環境保全型農林水   

産業による清流の保全に関する研究．平成14年度環境保全研究成果選集（Ⅰ）（環境省総合環境政策局総務課環   

境研究技術室編）：20－（1－33）．  

鳥居厚志（2004．3）四万十川の水質と農林業の影響．四国森林・林業発表会発表集．  

酒井 武・倉本恵生・酒井 敦・奥田史郎（2003．7）下木成長から見た上木の密度管理．森林総合研究所四国支   

所四国情報，30：5－6．  

篠宮佳樹・山田 毅（2003．7）降雨時に森林から流出する窒素の量．森林総合研究所四国支所四国情報，30：4．  

Yasuhiro Ohnuki，YoshikiShinomiya，KimhernChansopeheaktra，SorSethik（2003．10）Development   

OfPrediction Models on theVariation ofthe Storage ofWaterResources byusing WaterStorage   

CapacityDataofForestSoils（森林土壌の保水容量に基づく水資源貯留変動予測モデルの開発）．AnnualReport   

Of theJoint Research Project：Change of Water Circulationin the Mekong RiverBasin，37－45．  

倉本恵生（2004．2）残された天然林の働きをさぐる．四国の森を知る，1：3．  

酒井 敦（2004．1）間伐すると植物が生えてくるメカニズム．四国林政連絡協議会会報，29．  

酒井 敦（2004．2）人工林の林床に生える植物，伐採跡地に生える植物．四国の森を知る，1：4．  

市河三英・酒井 敦・倉本恵生（2004．2）風で種子散布される植物たち．四国の森を知る，1：7．  

平田泰雅（2004．1）航空機レーザスキャナによる森林の3次元計測．土木学会誌，89（1）：28－30．  

平田泰雅（2004．2）森林の再生メカニズムを探る一人間と自然との共存を目指して－．四国の森を知る，1：1．  

平田泰雅（2004．2）高分解能衛星データから森林の構造を捉える．四国の森を知る，1：2．  

平田泰雅（2004．2）自然共生プロジェクトヘの取り組み．四国の森を知る，1：8．  

前藤 薫・小谷英司・佐藤重穂（2003．10）トンボを指標とした四万十川流域の環境変動の評価．平成14年度森林   

総合研究所四国支所年報，44：33－34．  

小谷英司・平田泰雅・門田春夫・弘田孝行（2003．10）浅木原スギ人工林収穫試験地の調査結果．平成14年度森林   

総合研究所四国支所年報，44：36－37．  

小谷英司・平田泰雅・門田春夫・弘田孝行（2003．10）浅木原ヒノキ人工林収穫試験地の調査結果．平成14年度森   

林総合研究所四国支所年報，44：38－39．  

YoshioAwaya，EijiKodani，TomohiroNishizono（2004．3）ComparisonofGLI，MODISandfieldspectra   

atAppibeechforest．JAXAFY15ADEOS－IIPIWorkshop（2004）．  

小谷英司・奥田史郎（2004．3）千本山天然更新試験地での天然更新に関する研究．魚梁瀬森林生態系保全・再生   

対策検討委貞会報告書，1－32．  

安部哲人・大河内勇・牧野俊一・青丸 博・谷 尚樹・田中信行・伊藤武治・高野 肇・川上和人・河原孝行・   

山下直子・吉村真由美・板鼻直柴（2003．3）帰化生物の影響排除による小笠原森林生態系の復元研究．平成13   

年度環境保全研究成果集（Ⅰ）（環境省総合環境政策局総務課環境研究技術室編）：25一（卜15）．  

吉村真由美（2003．7）渓流における水生昆虫．森林防疫，52（7）：4－8．  

安部哲人・大河内勇・牧野俊一・吉丸 博・谷 尚樹・田中信行・伊藤武治・高野 肇・川上和人・河原孝行・   

山下直子・吉村真由美・板鼻直柴（2004．1）帰化生物の影響排除による小笠原森林生態系の復元研究．平成14   

年度環境保全研究成果集（Ⅰ）（環境省総合環境政策局総務課環境研究技術室編）：25－（1－16）．  

都築伸行（2003．7）森林認証による地域森林管理．森林総合研究所四国支所四国情報，30：2－3．   
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人事異動と組織・職員配置図  

人事異動（平成15年10月2日”平成16年10月1日）   

出  向   

16年3月16日 竹内 郁雄 研究調整官  → 文部科学省 鹿児島大学農学部 教授  

転  出  

16年4月1日 吉村真由美 流域森林保全  → 関西支所 生物多様性研究グループ  

研究グループ  

転  入  

16年4月1日 加茂 暗一 研究調整官  ← 国際農林水産業研究センター林業部 主任研究官  

16年4月1日 松本 剛史 流域森林保全  ← 本所 森林昆虫研究領域 昆虫管理研究室  

研究グループ   
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組織・支所職員配置図（平成16年10月1日現在）  

森林総合研究所（茨城県つくば市）  

企画調整部，総務部，監査室  

研究管理官（8）  

研究領域（23）   

北海道支所（札幌市）   

東北支所（盛岡市）   

関西支所（京都市）  

（高知市）  四国支所   

支 所 長  

研究調整官  

連絡調整室  

加藤  隆  

加茂 唯一  

岡村正二郎  室  長  

研究情報専門官  日高 健治  

主  任  溝渕 照江  

技術専門職貞  弘田 孝行，門田 春夫  

庶 務 課  課  長  堀  孝司  

庶務係長  福田 智数  

係  員  藤原 拓也，工藤 直樹  

会計係長  山本 加代  

係  員  福光 正和  

チーム長（複層林生態管理担当）  奥田 史郎  

チーム長（源流域森林管理担当） 佐藤 重穂  

森林生態系変動研究グループ  

＊豪雨・急傾斜地の立地環境特性・森林生態系保全に関する試験研究を行う  

グループ長  鳥居 厚志  

主任研究官  酒井 武，篠宮 任樹，倉本 恵生，酒井 敦  

研 究 貞  稲垣 善之  

流域森林保全研究グループ  

＊生物多様性・病虫害防除・森林資源の持続的保存に関する試験研究を行う  

グループ長  平田 泰雅  

主任研究官  田端 雅進，小谷 英司  

研 究 員  都築 伸行，松本 剛史  

九州支所（熊本市）   

多摩森林科学園（八王子市）   
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四国支所契約額一覧表（平成15年度）  

（単位：円）  

収入契約額  支出契約、額   

収入区分  金 額   

受 託 収 入  公共機関受託   567，491   

その他収入■  土地貸付料   42，833   

計  610，324  

支出区分   改組細目   金 額   

業 務 費  一 般 研 究 費  10，357，721  

特 別 研 究 費  1，921，007  

政府受託事業費  43，097，426  

政府外受託事業費  1，257，600  

研 究 管 理 費  21，298，698  

科学研究費補助金  1，800，002   

一般管理費  一 般 管 理 費  24，650，574   

計  104，383，028   

諸会議・行事  

会議・行事名   開催 日   主  催   開 催 場 所   

第19回四国地区林業技術開発会議  15．5．16  四国支所  徳島県立農林水産総合技術  

センター森林林業研究所  

第29回四国林政連絡協議会  15．9．4～5   四国森林管理局  高知県本川村   

林業研究開発推進四国ブロック会議  林野庁  高知グリーン会館  

森林給合研究所  

国際共同研究「持続的森林管理」中  四国支所  

間検討会（C＆IWorkshopin2003）  

四国支所業務報告会   15．12．16  四国支所  四国支所   

研究項目「エウ3」推進会議   16．1．20   四国支所   四国支所   

四国支所研究評議会   
16．3．5   四国支所   四国支所  
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研 究 協 力  

用  務  開  催  日  開 催 場 所  

関西地区林業試験研究機関連絡協議会第56回総会  

関西地区林業試験研究機関連絡協議会育林部会   

関西地区林業試験研究機関連絡協議会林業機械化部  

会・経営部会合同会議   

「導入手法」第2匝l調査委貞会  

関西地区林業試験研究機関連絡協議会森林環境部会  

関西地区林業試験研究機関連絡協議会保護部会  

関西地区林業試験研究機関連絡協議会育種部会  

四国森林・林業研究発表会  

四国森林管理局技術開発委貞会  

松山市  

広島市  

高知市  

高知県立森林技術センター  

鳥取市  

京都府福知山市  

高松市  

四国森林管理局  

四国森林管理局  

15．6．3～4  

15．6．19～20  

15．8．28～29  

15．10．16  

15．11．5～6  

16．1．29～30  

16．2．4～5  

16．2．19～20  

16．3．15  

＊「導入手法」とは「森林生態系を重視した公共事業の導入手法調査」の略称  

受 託 研 修  

氏 名  所  属  課  題  期  間  受入研究グループ  

浄西 隆介 高知大学  

農学部森林科学科   

藤本 浩平 高知県立森林技  

術センター  

共生菌の分離・同定およびニホン  

キバチの脱出消長調査   

1．森林GIS（地理情報システム）   

の整備、活用方法の習得  

2．空中写真等のデータ処理技術   

の習得  

3．流域単位での森林環境・森林   

資源調査及び解析技術の習得   

森林GIS・リモートセンシング技  

術の習得及び活用方法  

15．4．1～  流域森林保全研究  

16．3．31  グループ   

15．7．1～  流域森林保全研究  

15．8．29  グループ  

柚村 誠二 愛媛県林業技術  

センター  

15．7．1～  流域森林保全研究  

15．8．8  グループ  

及び  

15．9．1～  

15．9．26   
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依頼出張等  

氏 名  用務先  用  務  依 頼 者  

竹内 郁雄 高知市  

梼原町外  

平成14年度中国四川省森林造成モデル  

計画研修に係る研修旅行同行  

国際協力事業団筑波  

国際センター  一
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奥田 史郎 梼原町外  平成14年度中国四川省森林造成モデル  

計画研修に係る研修旅行同行   

（出前講座 中学校1学年）平成15年  

度講習会「森林の働き」講師   

平成15年度市町村森林土木担当職貞研  

修会講師   

（出前講座 中学校3学年）平成15年  

度講習会「四万十川の植生」講師   

平成15年度第13回書野川（三好）流域  

林業活性化センター通常給会 記念講  

演会講師   

熱帯林放棄バイオマス再資源化支援調  

査第1回委員会   

高知みず工学研究会講師  

国際協力事業団筑波  

国際センター   

中村市地球環境課  

15．4．30～  

5．2   

15．5．8  鳥居 厚志 中村市  

竹内 郁雄 高知市  ㈲高知県山林協会  15．5．12  

奥田 史郎 中村市  中村市地球環境課  15．5．13  

都築 伸行 徳島県  菅野川（三好）流域  

林業活性化センター  

15．6．9～10  

加藤  隆 東京都  ㈲国際緑化推進セン  

ター   

高知県土木部河川管  
理課   

高知県土木部河川管  

理課   

㈲高知県森と緑の会  

15．6．13～14  

竹内 郁雄 高知市  15．6．14  

鳥居 厚志 高知市  高知みず工学研究会講師  15．6．14  

田端 雅進 高知市  樹木医セミナー「樹木の診断・治療に  

関する知識」講師   

研究協定締結記念講演会講師   

途上地域混牧林経営推進確立調査事業  

第1回委員会   

「地域資源の循環利用に資する間伐等  

に関する調査」第1回委員会   

森林環境協力委員会   

第1回香川用水調整池環境保全委貞会  

15．6．15  

竹内 郁雄 高知市   

加藤  隆 東京都  

四国森林管理局   

㈲海外林業コンサル  

タンツ協会   

日本造林協会  

15．6．25   

15．6．30  

竹内 郁雄 東京都  15．7．1～2  

加藤  隆 東京都   

佐藤 重穂 香川県  

国際協力事業団   

水資源開発公団香川  

用水総合事務所   

㈱日本林業技術協会  

15．7．7～8   

15．7．17  

平田 泰雅 東京都  森林資源モニタリング調査データ地理  

解析事業第1回委員会   

里山林等における地球温暖化防止等の  

ための森林整備に関する調査第1回委  

員会  

15．7．17  

鳥居 厚志 東京都  ㈱日本林業技術協会   15．7．18  
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氏 名  用務先  用  務  期 間  依 頼 者  

竹内 郁雄 東京都  中国四川省造林造成モデル計画長期専  

、門家帰国報告会   

平成15年度生物学野外実習「森林植生  

に関する実習」指導   

第1回高知県森林吸収源対策推進プラ  

ン策定懇談会   

第2回高知県森林吸収源対策推進プラ  

ン策定懇談会   

第2回四万十アドバイザー会議   

記念樹（ヒノキ）被害木調査   

農学部非常勤講師の併任  

担当科目「樹病学」   

第2回香川用水調整池環境保全委員会  

15．7．23－24 国際協力事業団  

倉本 恵生 松山市  15．8．5～8  愛媛大学理学部  

奥田 史郎 高知市  高知県森林局  15．8．11  

奥田 史郎 高知市  高知県森林局  15．9．1  

加藤  隆 高知市   

鳥居 厚志 香川県   

田端 雅進 南国市  

高知県文化環境部   

香川県環境森林部   

高知大学農学部  

15．9．10   

15．9．10   

15．9．10～30  

佐藤 重穂 香川県  水資源開発公団香川  

用水総合事務所   

日本造林協会  

15．9．11  

「地域資源の循環利用に資する間伐等  

に関する調査」現地調査   

第2回魚梁瀬森林生態系保全・再生対  

策検討委貞会   

平成15年度ブラジルアマゾン森林研究  

計画フェーズⅡ研修に係る研修旅行同  

行   

平成15年度ブラジルアマゾン森林研究  

計画フェーズⅡ研修に係る研修旅行同  

行   

平成15年度ブラジルアマゾン森林研究  

計画フェーズⅡ研修に係る研修旅行同  

行   

ポリヴイア・タリハ渓谷住民造林・浸  

食防止計画長期専門家帰国報告会   

国際猛禽類シンポジウム「希少猛禽類  

の生息環境管理一連切なアセスメント  

のために－」講師   

都市計画道路窪川～佐賀線（仮称）環  

境影響評価技術検討委貞会  

竹内 郁雄 岡山県  15．9．25～26  

小谷 英司 馬路村  四国森林管理局  15．9．30～  

10．1   

15．10．15～16  

15．10．17  

酒井  式 中村市外  

大豊町  

国際協力事業団筑波  

国際センター  

酒井  敦 中村市外  国際協力事業団筑波  

国際センター  

15．10．15～16  

佐藤 重穂 大豊町  国際協力事業団筑波  

国際センター  

15．10．17  

加藤  隆 東京都  （独）国際協力機構  15．10．16～17  

平田 泰雅 東京都  NPO法人ラブター  

ジャパン（日本猛禽  

類研究機構）   

国土交通省四国地方  

整備局 中村河川国  

道事務所   

㈱日本林業技術協会   

15．11．1～2  

佐藤 重穂 高知市′  15．11．13  

鳥居 厚志 東京都  里山林等における地球温暖化防止等の  

ための森林整備に関する調査第2回委  

員会  

15．11．20  
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氏 名   用務先  用  務  期 間  依 頼 者  

加藤  隆 高松市  第1回香川県竹林整備・利用推進懇談  

平成15年度林業教室講師  

香川県環境森林部  15．11．25  

竹内 郁雄 高松市  香川県東部林業事務  

所   

（独）国際協力機構  

15．11．25  

加藤  隆 東京都  ネパール村落振興・森林保全計画  

フェーズ2国内支援委員会   

「地域資源の循環利用に資する間伐等  

に関する調査」第2回委員会   

第2回香川県竹林整備・利用推進懇談  

情報交換会講師  

15．12．5～6  

竹内 郁雄 東京都  日本造林協会  15．12．25～26  

加藤  隆 香川県  香川県環境森林部  16．1．7  

竹内 郁雄 当支所  高知県立森林研修セ  

ンター   

㈲日本林業技術協会   

㈲ダム水源地環境整  

備センター研究第3  

部   

四国森林管理局  

16．1．15  

竹内 郁雄 東京都   

平田 泰雅 東京都  

平成15年度林業技士養成研修講師  16．1．19  

希少猛禽類の生息環境解析へのレー  

ザープロファイラーの応用に関する打  

合わせ   

平成15年度全国山林苗畑品評会 第2  

次審査審査員   

第1回三嶺地区（高知県物部村）保護  

林設定検討委貞会   

熱帯林放棄バイオマス再資源化支援調  

査第2回委員会   

第1回高知県種の保存に関する条例検  

討委貞会   

第3回香川県竹林整備・利用推進懇談  

平成15年度四国森林・林業研究発表会  

審査委員   

平成15年度徳島県公有林野振興協議会  

担当者研修会講師   

里山林等における地球温暖化防止等の  

ための森林整備に関する調査第3回委  

員会   

「技術活動・研究連携セミナー2004」  

における第5回森林技術活動報告会ア  
ドバイザー  

16．1．19  

竹内 郁雄 高知市  16．1．28  

倉本 恵生 高知市  四国森林管理局  16．1．28  

加藤  隆 東京都  （郷国際緑化推進セン  

、タ一   

高知県文化環境部  

16．1．29”30  

佐藤 重穂 高知市  16．2．3  

加藤  隆 高松市  香川県環境森林部  16．2．5  

加藤  隆 高知市  四国森林管理局  16．2．19～20  

酒井  敦 徳島市  徳島県公有林野振興  

協議会   

㈱日本林業技術協会  

16．2．20  

鳥居 厚志 東京都  16．2．23  

竹内 郁雄 土佐山田町   高知県立森林研修セ  

ンター   

16．2．26  
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氏 名  用務先  用  務  期 間  依 頼 者  

「ネパール村落振興・森林保全計画 16．3．8”9 （独）国際協力機構  

フェーズ2」終了時評価調査団帰国報  
』二A  
仁ココ言   

「地域資源の循環利用に資する間伐等 16．3．12～13 日本造林協会  

に関する調査」第3回委員会   

第2回高知県種の保存に関する条例検 16．3．18  高知県文化環境部  

討委員会   

第3回魚梁瀬森林生態系保全・再生対 16．3．19  四国森林管理局  

策検討委貞会   

政府間林業協力推進調査事業第2回委 16．3．23～24 ㈲海外林業コンサル  

貞会  タンツ協会   

高知県環境影響評価技術審査会  16．3．26  高知県文化環境部循  

環型社会推進課   

途上地域混牧林経営推進確立調査事業 16．3．26～27 ㈱海外林業コンサル  

第2回委員会  タンツ協会   

第3回香川県ダム環境委員会  16．3．31   香川県土木部河川砂  

防課   

加藤  隆 東京都  

竹内 郁雄 東京都  

佐藤 重穂 高知市  

小谷 英司 高知市  

加藤  隆 東京都  

佐藤 重穂 高知市  

加藤  隆 東京都  

佐藤 重穂 高松市  
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研  修  

氏 名  研 修 名  期 間  実施機関  

加藤  隆 平成15年度農林水産省所管試験研究関係独立行政法人 15．7．16～18 農林水産技術会議  

研究管理職員研修  事務局  

竹内 郁雄 平成15年度農林水産省所管試験研究関係独立行政法人 15．7．16～18  農林水産技術会議  

研究管理職貞研修  事務局  

奥田 史郎 平成15年度所内英語研修  15．8．25～  NOVA高知校  

16．2．29  

酒井  敦 平成15年度所内英語研修  NOVA高知校  5
 
9
 
 

2
 
2
 
 

8
 
2
 
 

5
 
だ
U
 
 

l
 
l
 
 
 

都築 伸行 平成15年度所内英語研修  15．8．25～  NOVA高知校  

16．2．29   

16．1．14～16  森林技術稔合研修  

所  

稲垣 善之 平成15年度森林技術政策研修  

海外研修員受入れ  

氏  名  国  名  研 修 項 目  期  間  対応研究グループ等  

中国  四川省森林造成モデル計画  

カウンターパート研修  

中国  四川省森林造成モデル計画  

カウンターパート研修  

中国  四川省森林造成モデル計画  

カウンターパート研修   

ブラジル アマゾン森林研究計画  

カウンターパート研修   

ブラジル アマゾン森林研究計画  

カウンターパート研修  

研究調整官  

複層林生態管理担当チーム長   

研究調整官  

複層林生態管理担当チーム長   

研究調整官  

複層林生態管理担当チーム長   

森林生態系変動研究グループ  

源流域森林管理担当チーム長  

Mr．LI，Zheng－Rong   

（李 正栄）   

Mr．LUO，Hong   

（羅 洪）   

Mr．ALI，Sha－Ge   

（阿里沙格）   

Mr．JoseCarlos  

Molina Max   

Mr．Wilson  

RobertoSpironelo  

15．4．28～  

5．2   

15，4．28～  

5．2   

15．4．28～  

5．2   

15．10．14～17  

15．10．14～17  森林生態系変動研究グループ  

源流域森林管理担当チーム長   
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海外派遣・国際研究集会参加  

氏 名  用務先  用  務  期 間  備  考  

酒井  敦 オーストラリ 国際研究集会「第6回国際景観生態15．7．12～18  運営費交付金  

ア  学会」参加  

平田 泰雅 フランス  国際研究集会「地球科学とリモート15．7．19～27  運営費交付金  

センシングに関する国際シンポジウ  

ム」参加  

平田 泰雅 ミクロネシア「マングローブ天然林の炭素固定機15．8．12～24  科学研究費補助金  

連邦国  能及び有機物分解機能の評価」のた  

めの現地調査及び研究打合せ  

倉本 恵生 ミクロネシア「マングローブ天然林の炭素固定機  

連邦国  能及び有機物分解機能の評価」のた  

めの現地調査及び研究打合せ  

平田 泰雅 スウェーデン「流域圏における水循環・農林水産  

生態系の自然共生型管理技術の開  

発」のための情報交換及び研究集会  

参加   

篠宮 佳樹 カンボジア 「アジア・モンスーン地域における  

人工・自然改変に伴う水資源変化予  

測モデルの開発」のための現地調査  

及び研究打合せ  

15．8．16～  科学研究費補助金  

9．7  

15．8．30～  技術会議委託プロジェ  

9．7  クト 自然共生  

15．9．27～  文部科学省委託経費   

10．6  水資源モデル  

「流域圏における水循環・農林水産  

生態系の自然共生型管理技術の開  

発」のための森林生物多様性のモニ  

タリングと指標に関する研究情報収  

集及び研究集会参加  

平田 泰雅 イタリア  15．11．＼9”17  政府受託事業費  

平田 泰雅 大韓民国  「森林サイトGISの応用に関する国16．3．3～7  韓国・国立山林科学院  

際セミナー」における講演及び研究  
討論   

名
 
名
 
名
 
名
 
名
 
名
 
 

2
 
 
4
 
 
2
 
 
5
 
 
3
 
 
6
 
 

1
 
 

7
 
 
 

2
 
 
3
 
 

国  

都道府県  

林業団体  

一  般  

学校関係  

国内計  
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マスメディアによる取材・報道  

記事のタイトル等  番組名・掲載紙等  放送・掲載日  

ーテレビー  

ウイークエンドジャーニー  

京の都で『かぐや姫の里』発見！？  

一美しい竹林に迫る危機とは？－  

フジテレビ  

さんさんテレビ（高知県）  

スーノヾ－ニュース  

15．10．11  

一新 聞一  

鏡村に下向き枝のスギ  

一変異？地に根を張る枝もー  

高知新聞（朝刊）  15．5．29  

竹林の友  

一西日本で増殖問題－  

毎日新聞（夕刊）  15．6．24  

ウルシの大木 次々発見  

一幹に採取痕 推定樹齢100年もー  

高知新聞（朝刊）  15．6．26  

京から発信  夢の新繊維  

一環境保護へ、竹の可能性－  

朝日新聞（朝刊）  

（南京都版）  

16．1．6  

刊  行  物  

名  称  発 行 日  

森林総合研究所四国支所 四国情報 No．30   

四国の森を知る No．1（『四国情報』を誌名変更）   

森林総合研究所四国支所年報 平成14年度（No．44）  

15．7．31   

16．2．27   

15．10．31   
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図書刊行物の収吉敷と蔵書数  

単行書  逐次刊行物  その他の資料  
区  分  

和 書  洋 書  和 書  洋 書  和 書  洋 書   

15年度 収書数   146冊   31冊   413種   28種   74冊   0冊   

15年度 蔵書数  4，964冊   499冊  6，475冊  1，911冊  1，508冊   5冊   

気 象 観 測 値  

（2003年1～12月）  

温  （℃）  

月   極  値  湿度（％）  降水量（m）  
平 均   平均最高  平均最低  

最高（起日）  最低（起日）   

5．4   11．1   0．8   16．5（17）  －5．8（30）   61．7   81．0   

2   7．9   13．6   3．0   19．7（9）  －2．1（3）   63．6   69．5   

3   10．1   15．0   5．2   21．5（31）  －0．6（12）   64．8   162．5   

4   15．9   21．0   11．2   26．5（26）  2．3（6）   75．0   225．0   

5   19．1   24．0   15．2   27．9（5）  8．1（1）   81．4   583．0   

6   22．3   26．2   19．0   31．4（13）  13．7（2）   82．8   328．0   

7   24．9   29．1   21．8   32．7（24）  18．5（16）   85．4   256．0   

8   26．7   31．1   23．4   33．8（22）  20．4（15）   85．8   514．0   

9   24．8   29．8   20．9   34．5（4）  14．0（30）   78．5   219．5   

10   17．5   23．6   12．8   29．1（2）  5．7（24）   74．1   167．5   

11   15．7   20．2   12．0   25．7（1）  3．4（23）   80．8   309．5   

12   8．3   14．4   3．2   22．2（6）  －1．1（28）   66．3   51．5   

年   16．6   21．6   12．4   34．5   －5．8   75．0   2，967．0   

最近10年間  （，95．8．11）  

（，94～’03）   16．7   22．0   12．5  36．2   －5．8   76．1  

森林総合研究所四国支所  
北緯  33032′09”  
東経 133028′54”  
海抜高 50m   

観測地点  
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固  定  試  験  

整理  
番号   試  験  地  名   研  究  項  目   森林管理署等   林小姓   

1  千本山天然更新試験地   人工林の構造解析   安  芸  2，065．は   

2  小屋敷山天然更新試験地   人工林の構造解析   安  芸  2，054．は・2，055．に   

3  滑床山ヒノキ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   愛  媛  2，072．る   

4  滑床山スギ人工林収穫試験地   人工林の構造解析   媛        2，061．る  

5  一ノ谷山スギ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   安  芸  2，100．ろ  

6  西又東又山スギ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   安  芸  2，128．ほ1・ほ2  

7  下ル川山ヒノキ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   四  万  十  3，215．に   

】  

香  8  浅木原スギ人工林収穫試験地   人工林の構造解析  川  55・ほ  

9  浅木原ヒノキ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   香  川  引  

35  中ノ川山スギ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   嶺  北  95．は・98．は   

39  二段林造成試験地   スギ，ヒノキニ段林下木の形質の解明  民  有  林  久万高原町不二峰   

40  奥足川山ヒノキ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   四  万  十  1，026．い   

43  西ノ川山ヒノキ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   媛  1，020．ほ   

47  松山スギ非皆伐人工更新試験地  スギ，ヒノキニ段林下木の形質の解明  愛  媛  65．ぬ   

49  下ル川山スギ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   四  万  十  3，215．は   

50  十八川山スギ人工林収穫試験地  人工林の構造解析   四  万  十  1，272．に   

55  市ノ又森林動態観測試験地   森林動態   四  万  十  4，086．は・ろ   

56  袖ノ木山試験地   
森林施業が生物多様性に与える影響  
の解明・評価   

高 知 中 部  5．は   

（計18試験地）   
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地  覧  

平成16年8月1日現在  

担当グ  
ループ  

終了予   
定年度  

備  考  今後の調査計画  樹  種  

流域森  
林保全  H．22年度調査，以降10年毎調査  H．6年に研究項目変更  スギ，ヒノキ，モミ，ツガ  

流域森  
林保全  

スギ，ヒノキ，モミ，ツガ，  
広葉樹  

H．22年度調査，以降10年毎調査  H．6年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．21年度調査，以降10年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．21年度調査，以降10年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．17年度調査，以降10年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  

H．18年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．21年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．20年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  

H．20年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．18年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

H．元年に研究項目変更，  
終了予定年度変更  H．20年度調査，以降5年毎調査  スギ，ヒノキ  

流域森  
林保全  H．16年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．17年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

H．元年に研究項目変更，  
終了予定年度変更  H．16年度調査，終了  

流域森  
林保全  H．20年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

流域森  
林保全  H．19年度調査，以降5年毎調査  S．60年に研究項目変更  

1か月毎調査（種子散布調査等）  
及びH．19年度調査（毎木調査）  

H．15年8月天然林人工  
林境界部に試験区併設  ヒノキ，ツガ，モミ，広葉樹  

H．14年に研究項目変更，  
H．16年3月に終了予定  
年度及び試験地名変更   

ヒノキ，広葉樹，草本  
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沿  革  

昭和14年7月 治山治水、砂防造林等に関する試験を行うため、大正試験地を設置。  

昭和22年12月 高知営林局の試験調査部門と大正試験地を統合・編成換えし、林業試験場高知支場として同営林  

局内に併設。  

昭和26年12月  

昭和29年3月  

昭和34年4月  

昭和34年7月  

昭和38年4月  

昭和39年4月  

昭和63年10月  

造林、経営、土壌の3研究室と庶務課を設置。  

大正試験地を廃止。  

保護研究室を設置。  

高知支場を四国支場と改称。支場長は専任となる。  

調査室を設置。  

新庁舎（現在地）への移転完了。  

組織改編により森林給合研究所四国支所となる。調査室を連絡調整室、土壌研究室を林地保全研  

究室と改称。  

平成13年4月 独立行政法人森林総合研究所四国支所となる。研究室制を廃止し、森林生態系変動研究グループ  

と流域森林保全研究グループの2つの研究グループを設置、2名のチーム長と研究調整官を新た  

に配置。  

歴代の支場長・支所長（発令日）  
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中川久美雄 （昭27．3．31）  
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佐又 （昭31．4．16）  

録郎 （昭34，7．1）  

秀雄 （昭41．4．1）  

盈夫 （昭43．3．23）  

英二 （昭46．9．16）   

孝 （昭47．4．1）  

義郎 （昭48．4．1）  
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建 物 名   建築面積  延面積   建 物 名   建築面積  延面積   

庁 舎 本 館   698nf  1，522Ⅰげ  薬  庫   5m2   5nf   

造 林 研 究 棟   165   165   消防用ポンプ格納庫   9   9   

共同試料調整室   120   320   ポ  ン  プ 室   6   6   

隔 離 温 室   65   65   ガ  ラ  ス  室   63   63   

渡  り  廊 下   17   17   網  室   22   22   

租試料調整測定室   99   99   
森林昆虫生理実験棟  

362   362   
（標本展示室を含む）  

堆  肥  舎   46   46   昆 虫 網 室   39   39   

消 防 器 具 庫   33   33   計  1，749   2，773  
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構 内 図  

案 内 図   
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